
 

 

第

２

６

回

新

人

シ

ナ

リ

オ

コ

ン

ク

ー

ル

応

募

作

品 

     

「
こ
こ
じ
ゃ
な
い
ど
っ
か
」 

   

本
田
七
海  

   



 
登
場
人
物 

   
 

宮
原 

和
樹
（
１
７
） 

 

高
校
二
年 

  
 

森
永 

乙
女
（
１
７
） 

 

高
校
二
年 

  
 

太
田 

龍
矢
（
１
７
） 

 
高
校
二
年 

  
 

マ
ナ 

 
 

（
１
７
） 

 

高
校
二
年
・
龍
矢
の
彼
女 

  
 

ト
オ
ル
（
大
川
徹
）（
４
０
） 

会
社
員 

  
 

 
 
 

宮
原 

正
浩
（
５
０
） 

 

和
樹
の
父 

 
 

宮
原 

恵
子
（
４
９
） 

 

和
樹
の
母 

  
 

太
田 

紀
夫
（
５
６
） 

 

龍
矢
の
父 

 
 

太
田 

美
佐
子
（
５
５
） 

龍
矢
の
母 

 
 

太
田 

邦
江
（
７
７
） 

 

龍
矢
の
祖
母 

 
 

太
田 

孝
介
（
２
４
） 

 

龍
矢
の
兄 

  
 

森
永 

清
美
（
４
６
） 

 

乙
女
の
母 

  
 

田
中 

 
 

（
１
７
） 

 

高
校
二
年
・
和
樹
と
同
じ
ク
ラ
ス 

  
 

小
杉 

 
 

（
４
２
） 

 

和
樹
、
乙
女
の
担
任 

  
 

勇
気 

 
 

（
１
８
） 
 

高
校
三
年
・
乙
女
の
彼
氏 

  
 

ス
カ
ウ
ト
の
男 



 
   

1

○
 

カ

ラ

オ

ケ

・

個

室

 

 
 

暗

い

室

内

。

 

 
 

宮

原

和

樹

（

１

７

）

が

ソ

フ

ァ

ー

の

上

に

立

っ

 

 
 

て

、

ピ

ョ

ン

ピ

ョ

ン

と

跳

ね

て

い

る

。

 

 
 

頭

の

後

ろ

に

は

監

視

カ

メ

ラ

。

 

 
 

手

に

は

マ

イ

ク

を

持

ち

、

き

ゃ

り

ー

ぱ

み

ゅ

ぱ

 

 
 

み

ゅ

の

『

キ

ミ

に

１

０

０

パ

ー

セ

ン

ト

』

を

歌

 
 

 

 
 

っ

て

い

る

。

 

和

樹

「

〽

ボ

ク

の

気

持

ち

の

１

０

０

パ

ー

セ

ン

ト

。

 

 

届

け

届

け

キ

ミ

に

。

そ

ん

な

気

持

ち

の

何

パ

ー

セ

 

 

ン

ト

も

練

習

が

た

り

な

い

け

ど

。

ボ

ク

の

気

持

ち

 

 

の

１

０

０

パ

ー

セ

ン

ト

。

届

け

届

け

キ

ミ

に

。

い

 

 

つ

も

変

わ

ら

ず

元

気

で

み

ん

な

笑

顔

に

な

れ

る

よ

」 

 
 

ソ

フ

ァ

ー

の

下

、

太

田

龍

矢

（

１

８

）

と

彼

女

 

 
 

の

マ

ナ

（

１

７

）

が

床

に

座

り

込

ん

で

キ

ス

を

 

 
 

し

て

い

る

。

 

 
 

龍

矢

、

マ

ナ

を

押

し

倒

し

、

胸

を

揉

む

。

 

 
 

和

樹

、

時

折

二

人

を

見

下

ろ

す

。

 

 
 

龍

矢

、

マ

ナ

の

ス

カ

ー

ト

の

中

に

手

を

突

っ

込

 

 
 

み

、

愛

撫

す

る

。

 



 
   

2

 
 

マ

ナ

の

呼

吸

が

段

々

と

荒

く

な

っ

て

い

く

。

 

 
 

龍

矢

、

ズ

ボ

ン

を

脱

ぎ

、

マ

ナ

に

挿

入

す

る

。

 

和

樹

「

…

…

」

 

 
 

曲

が

終

わ

り

、

一

瞬

部

屋

が

シ

ン

と

な

る

。

 

 
 

が

、

す

ぐ

に

次

の

曲

の

前

奏

が

始

ま

る

。

 

 
 

和

樹

、

歌

わ

ず

に

二

人

を

見

て

い

る

。

 

 
 

龍

矢

、

腰

を

振

り

な

が

ら

和

樹

を

見

る

。

 

龍

矢

「

歌

え

さ

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

龍

矢

「

は

よ

」

 

 
 

和

樹

、

マ

イ

ク

を

構

え

、

き

ゃ

り

ー

ぱ

み

ゅ

ぱ

 

 
 

み

ゅ

の

『

P
O

N
P

O
N

P
O

N

』

 

を

歌

う

。

 

和

樹

「

〽

あ

の

交

差

点

で

、

み

ん

な

が

ス

キ

ッ

プ

を
 

 

し

て

、

も

し

あ

の

街

の

真

ん

中

で

手

を

つ

な

い

で

 

 

空

を

見

上

げ

た

ら

…

」

 

 
 

龍

矢

、

動

き

が

早

く

な

る

。

 

 
 

マ

ナ

の

声

が

大

き

く

な

る

。

 

 
 

龍

矢

も

声

を

漏

ら

し

て

い

る

。

 

 
 

二

人

、

果

て

る

。

 

和

樹

「

…

…

」

 



 
   

3

 
 

龍

矢

、

マ

ナ

、

床

に

寝

転

が

る

。

 
マ

ナ

「
（

笑

っ

て

）

ね

え

、

選

曲

！

」

 

龍

矢

「

興

奮

し

た

ろ

？

」

 

マ

ナ

「

ま

じ

途

中

笑

い

そ

う

に

な

っ

た

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

 
 

龍

矢

、

コ

ン

ド

ー

ム

の

端

を

器

用

に

結

ん

で

い

 

 
 

る

。

 

龍

矢

「

ま

だ

終

わ

っ

と

ら

ん

ば

い

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

 
 

和

樹

、

続

き

を

歌

う

。

 

マ

ナ

「

ウ

ケ

る

」

 

 
 

龍

矢

、

コ

ン

ド

ー

ム

を

マ

ナ

に

投

げ

る

。

 

マ

ナ

「

は

あ

！

 

き

た

な

ー

！

」

 

 
 

マ

ナ

、

指

で

つ

ま

ん

で

龍

矢

に

投

げ

返

す

。

 

龍

矢

「

汚

の

ー

な

か

し

、

な

！

」

 

 
 

龍

矢

、

今

度

は

和

樹

に

投

げ

る

。

 

 
 

歌

っ

て

い

る

和

樹

、

咄

嗟

に

キ

ャ

ッ

チ

し

て

し

 

 
 

ま

う

。

 

 

○

 

同

・

ト

イ

レ

 



 
   

4

 
 

 
 

手

洗

い

場

に

立

つ

和

樹

。

 

 
 

 
 

ペ

ー

パ

ー

タ

オ

ル

を

取

っ

て

、

コ

ン

ド

ー

ム

を

 
 

 

 
 

 
 

包

み

、

ゴ

ミ

箱

に

捨

て

る

。

 

 
 

 
 

和

樹

、

手

の

匂

い

を

嗅

ぐ

。

 

 
 

手

を

洗

い

、

ト

イ

レ

を

出

る

。

 

 

○

 

同

・

個

室

 

 
 

和

樹

、

部

屋

に

戻

っ

て

来

る

。

 

 
 

マ

ナ

が

マ

イ

ク

を

持

っ

て

歌

っ

て

い

る

。

 

 
 

龍

矢

、

ソ

フ

ァ

ー

に

寝

転

び

ス

マ

ホ

を

見

て

い

 
 

 

 
 

る

。

 

 
 

 
 

和

樹

、

龍

矢

の

隣

に

座

る

。

 

マ

ナ

「

ね

え

、

プ

リ

ク

ラ

行

こ

ー

」

 

龍

矢

「

ま

じ

言

い

よ

？

」

 

マ

ナ

「

う

ん

」

 

龍

矢

「

え

ー

」

 

マ

ナ

「

ね

ー

、

行

き

た

い

、

行

き

た

い

、

行

き

た

い

、

 

 

行

き

た

い

」

 

 
 

龍

矢

、

た

め

息

ま

じ

り

に

起

き

上

が

る

。
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○
 

同

・

表

 

 
 

和

樹

、

龍

矢

、

マ

ナ

、

車

道

に

向

か

っ

て

立

っ

 
 

 
 

 
 

て

い

る

。

 

龍

矢

「

ど

う

や

っ

て

、

行

く

と

？

」

 

マ

ナ

「

歩

い

て

」
 

龍

矢

「

は

あ

、

バ

カ

じ

ゃ

な

か

」

 

マ

ナ

「

い

け

る

や

ろ

」

 

龍

矢

「

え

ー

…

地

味

に

遠

い

け

ん

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

龍

矢

「

和

樹

も

行

く

？

」

 

和

樹

「

え

？

」

 

マ

ナ

「

は

あ

、

な

ん

で

？

」

 

和

樹

「

…

帰

る

よ

」

 

龍

矢

「

そ

っ

か

」

 

 
 

龍

矢

、

指

を

三

に

し

て

、

和

樹

に

向

け

る

。

 

 
 

和

樹

、

ポ

ケ

ッ

ト

か

ら

財

布

を

出

し

、

龍

矢

に

 

 
 

３

千

円

を

渡

す

。

 

 
 

龍

矢

、

受

け

取

り

、

ポ

ケ

ッ

ト

に

し

ま

う

。

 

龍

矢

「

タ

ク

シ

ー

使

お

」

 

 
 

龍

矢

、
前

に

出

て

、
車

道

に

タ

ク

シ

ー

を

探

す

。
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和

樹

「

…

じ

ゃ

あ

ね

」

 
龍

矢

「

お

う

」

 

マ

ナ

「

そ

い

ぎ

ね

ー

」

 

 
 

和

樹

、

駅

に

向

か

っ

て

歩

い

て

行

く

。

 

 

○

 

佐

賀

県

道

２

９

号

線

 

 
 

車

が

走

る

中

、

和

樹

が

駅

に

向

か

っ

て

歩

道

を

 
 

 
 

歩

い

て

い

る

。

 

 
 

他

に

歩

道

を

歩

い

て

い

る

人

は

い

な

い

。

 

 
 

 
 

ヘ

ル

メ

ッ

ト

を

被

っ

た

中

学

生

た

ち

が

自

転

車

 

 
 

 
 

で

和

樹

を

追

い

越

し

て

行

く

。

 

 

○

 

佐

賀

駅

南

口

前

交

差

点

（

ス

ク

ラ

ン

ブ

ル

）

 

 
 

 
 

和

樹

、

赤

信

号

で

止

ま

っ

て

い

る

。

 

 
 

 
 

歩

行

者

用

信

号

が

一

斉

に

青

に

変

わ

る

。

 

 
 

 
 

そ

れ

を

渡

る

の

は

和

樹

た

だ

一

人

。

 

 

○

 

メ

イ

ン

タ

イ

ト

ル

 

「

こ

こ

じ

ゃ

な

い

ど

っ

か

」
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○
 

高

校

・

４

階

の

廊

下

 

 
そ

れ

ぞ

れ

の

教

室

の

前

に

椅

子

が

二

つ

ず

つ

置

 

 

い

て

あ

る

。

 

 

教

室

か

ら

出

て

く

る

生

徒

と

そ

の

親

。

 

 
 

椅

子

に

座

っ

て

待

っ

て

い

た

生

徒

と

そ

の

親

が

 

 
 

中

に

入

っ

て

行

く

。

 

 

４

組

の

前

、

森

永

乙

女

（

１

７

）

が

一

人

、

椅

 

 

子

に

座

っ

て

自

分

の

順

番

を

待

っ

て

い

る

。

 

 
 

窓

の

外

を

見

れ

ば

、
連

な

る

山

々

と

高

速

道

路

。 

 
 

高

速

道

路

を

走

る

の

は

運

送

の

ト

ラ

ッ

ク

ば

か

 

 
 

り

。

 

 

乙

女

、

ト

ラ

ッ

ク

が

山

の

中

の

ト

ン

ネ

ル

に

吸

 

 

い

込

ま

れ

て

い

る

の

を

見

て

い

る

。

 

 

教

室

か

ら

担

任

の

小

杉
（

４

２

）
が

出

て

く

る

。

 

小

杉

「

ま

だ

？

」

 

乙

女

「

は

い

」

 

 
 

小

杉

、

た

め

息

を

つ

く

。

 

乙

女

「

す

い

ま

せ

ん

…

」

 

 
 

小

杉

、

腕

時

計

を

気

に

し

な

が

ら

教

室

に

戻

っ

 

 
 

て

行

く

。

 



 
   

8

 
 

乙

女

、

窓

か

ら

身

を

乗

り

出

し

、

真

下

の

地

面

 

 
 

を

見

る

。

 

 

バ

タ

バ

タ

と

母

の

清

美

（

４

６

）

が

階

段

を

駆

 
 

 

け

上

が

っ

て

く

る

。

 

清

美

「

ご

め

ん

、

ご

め

ん

」

 

 
 

乙

女

、

教

室

の

扉

を

開

け

、

中

に

入

る

。

 

 

○

 

高

校

・

教

室

 

 

四

つ

の

机

が

組

み

合

わ

せ

ら

れ

、

そ

の

一

つ

に

 

 

担

任

の

小

杉

が

座

っ

て

い

る

。

 

乙

女

「

来

ま

し

た

」

 

 
 

小

杉

、

立

ち

上

が

る

。

 

 
 

清

美

、

ハ

ン

カ

チ

で

汗

を

拭

き

な

が

ら

入

っ

て
 

 
 

来

る

。

 

清

美

「

す

み

ま

せ

ん

、

ち

ょ

っ

と

、

仕

事

の

都

合

が

 

 

つ

か

な

く

て

」

 

小

杉

「

い

え

い

え

。

ど

う

ぞ

、

お

座

り

く

だ

さ

い

」

 

清

美

「

あ

、

は

い

」

 

 
 

乙

女

と

清

美

、

小

杉

の

向

か

い

に

座

る

。

 

 
 

小

杉

も

席

に

着

く

。

 



 
   

9

 
 

小

杉

、

清

美

の

前

に

乙

女

の

成

績

表

を

置

く

。

 
小

杉

「

こ

れ

が

、

こ

こ

一

年

の

模

試

の

結

果

で

す

」

 

 
 

清

美

、

ハ

ン

カ

チ

で

扇

い

で

い

る

。

 

小

杉

「

…

ど

う

ぞ

、

ご

覧

く

だ

さ

い

」

 

清

美

「

あ

、

は

い

」
 

 
 

清

美

、

成

績

表

を

手

に

取

っ

て

、

見

る

。

 

清

美

「

…

ど

う

見

る

ん

で

す

か

？

」

 

小

杉

「

…

え

？

 

（

乙

女

に

）

見

せ

よ

ら

ん

と

？

」

 

乙

女

「

見

せ

て

ま

す

」

 

清

美

「

う

そ

ー

」

 

乙

女

「

見

せ

よ

る

け

ん

」

 

清

美

「
（

小

杉

に

）

す

み

ま

せ

ん

」

 

小

杉

「

あ

、

い

え

…

」

 

乙

女

「

…

…

」

 

 
 

清

美

、

成

績

表

を

見

て

い

る

。

 

清

美

「
（

乙

女

に

）

な

ん

こ

い

！

」

 

乙

女

「

…

…

」

 

小

杉

「

…

…

」

 

清

美

「

ガ

タ

ッ

て

落

ち

て

る

じ

ゃ

な

い

で

す

か

」

 

小

杉

「

あ

あ

、

は

い

」
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清

美

「

…

ま

、

い

い

ん

で

す

。

本

人

の

自

己

責

任

な

 

 
ん

で

」

 

小

杉

「

…

…

」

 

乙

女

「

す

い

ま

せ

ん

」

 

小

杉

「

進

路

と

か

は

ど

う

お

考

え

で

す

か

？

」

 

 
 

清

美

、

乙

女

の

肩

を

叩

く

。

 

乙

女

「

…

今

は

、

何

も

」

 

小

杉

「
（

清

美

に

）

何

か

あ

り

ま

す

か

？

」

 

清

美

「

…

と

り

あ

え

ず

大

学

に

は

行

っ

て

い

た

だ

い

 

 

て

。

そ

の

後

は

も

う

、

本

人

が

何

を

し

た

い

か

だ

 

 

と

思

う

の

で

、

任

せ

ま

す

」

 

小

杉

「

は

い

…

」

 

清

美

「

今

は

ま

だ

、

特

に

や

り

た

い

こ

と

も

な

い

み
 

 

た

い

な

の

で

と

に

か

く

勉

強

し

て

も

ら

え

れ

ば

、

 

 

で

す

ね

」

 

乙

女

「

…

…

」

 

小

杉

「

ど

が

ん

？

」

 

 
 

乙

女

、

首

を

傾

げ

る

だ

け

。

 

清

美

「

ち

ゃ

ん

と

答

え

な

さ

い

」

 

乙

女

「

…

が

ん

ば

り

ま

す

」
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小

杉

「

何

を

？

」

 
乙

女

「

…

…

全

部

」

 

 

○

 

校

内

・

駐

車

場

 

 

乙

女

、

清

美

、

歩

い

て

い

る

。

 

 

清

美

、

車

の

キ

ー

を

開

け

る

。

 

清

美

「

お

母

さ

ん

、

仕

事

戻

る

け

ど

よ

か

？

」

 

乙

女

「

う

ん

」

 

清

美

「

あ

ん

た

、

ち

ゃ

ん

と

考

え

な

さ

い

よ

」

 

乙

女

「

う

ん

」

 

清

美
「

後

か

ら

ネ

チ

ネ

チ

言

わ

れ

て

も

、
嫌

け

ん

ね

」

 

乙

女

「

言

わ

ん

し

」

 

清

美

「

い

い

け

ん

、

考

え

と

き

な

さ

い

よ

」

 

乙

女

「

は

い

」

 

 
 

清

美

、

運

転

席

に

乗

り

込

み

、

車

を

発

進

さ

せ

 

 
 

る

。

 

 

○

 

同

・

駐

輪

場

 

 

乙

女

、

止

ま

っ

た

自

転

車

に

股

が

り

、

ペ

ダ

ル

 
 

 

を

空

漕

ぎ

し

て

い

る

。
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部

活

帰

り

の

生

徒

た

ち

が

自

転

車

を

取

り

、

校

 
 

 
門

を

出

て

行

く

。

 

 
 

勇

気

（

１

８

）

が

歩

い

て

く

る

。

 

勇

気

「

乙

女

」
 

 
 

乙

女

、

そ

の

声

に

振

り

返

る

。

 

乙

女

「

あ

、

お

疲

れ

様

」

 

勇

気

「

ね

ー

、

聞

い

て

聞

い

て

」

 

乙

女

「

何

？

」

 

勇

気

「

佐

大

、

Ｂ

判

定

で

た

！

」

 

 
 

元

気

、

模

試

の

結

果

を

見

せ

る

。
 

乙

女

「

わ

ー

、

す

ご

い

や

ん

」

 

勇

気

「

や

ろ

？

 

ま

じ

嬉

し

い

」

 

乙

女

「

お

め

で

と

う

」

 

 
 

勇

気

、

乙

女

を

乗

せ

た

ま

ま

、

鍵

を

開

け

、

ス

 

 
 

タ

ン

ド

を

外

す

。

 

 
 

乙

女

、
乗

っ

た

ま

ま

バ

ラ

ン

ス

を

取

っ

て

い

る

。 

 

○

 

公

園

・

人

気

の

な

い

場

所

 

 

乙

女

、

勇

気

、

ベ

ン

チ

に

座

っ

て

い

る

。

 

乙

女

「

ま

じ

さ

、

調

子

い

い

時

だ

け

考

え

て

る

振

り
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せ

ん

で

ほ

し

い

さ

」

 
勇

気

「

う

ん

」

 

乙

女

「

い

つ

も

は

ど

う

で

も

い

い

く

せ

し

て

、

外

面

 

 

だ

け

母

親

し

て

」

 

勇

気

「

う

ん

」

 

乙

女

「

ど

う

思

う

？

」
 

勇

気

「

う

ん

…

」

 

乙

女

「

ま

じ

パ

パ

の

気

持

ち

分

か

る

わ

。

自

己

中

す

 

 

ぎ

て

終

わ

っ

て

る

」

 

勇

気

「

う

ん

」

 

乙

女

「

ご

め

ん

ね

、

愚

痴

っ

て

」

 

勇

気

「

い

い

よ

」

 

 
 

勇

気

、

乙

女

の

手

を

握

り

、

微

笑

む

。

 

乙

女

「

…

ど

う

思

う

？

」

 

勇

気

「

ん

？

」

 

乙

女

「

…

…

」

 

勇

気

「

大

丈

夫

だ

よ

」

 

 
 

勇

気

、

乙

女

に

キ

ス

を

す

る

。

 

 
 

乙

女

、

目

を

瞑

る

。

 

 
 

勇

気

、

乙

女

の

体

を

抱

き

、

舌

を

絡

ま

せ

る

。
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乙

女

、

勇

気

の

背

中

に

腕

を

回

す

。

 

 
 

勇

気

、
服

の

上

か

ら

乙

女

の

胸

を

揉

ん

で

い

く

。 

 
 

徐

々

に

制

服

の

ボ

タ

ン

を

外

し

、

手

を

中

へ

。

 

 
 

乙

女

の

息

が

荒

く

な

る

。

 

 
 

勇

気

、

乙

女

の

乳

首

を

舐

め

る

。

 

 

○

 

乙

女

の

家

（

マ

ン

シ

ョ

ン

）
・

リ

ビ

ン

グ

 

 

乙

女

、

入

っ

て

来

て

、

鞄

を

置

き

、

リ

モ

コ

ン

 

 

で

テ

レ

ビ

を

付

け

る

。

 

 

部

屋

の

電

気

を

点

け

、

椅

子

に

座

る

。

 

 
 

テ

レ

ビ

か

ら

バ

ラ

エ

テ

ィ

ー

番

組

の

明

る

い

ナ

 

 
 

レ

ー

シ

ョ

ン

が

聞

こ

え

る

。

 

 

乙

女

、
テ

ー

ブ

ル

に

足

を

上

げ

、
制

服

を

脱

ぎ

、
 

 
 

下

着

姿

に

な

る

。

 

 

テ

ー

ブ

ル

の

端

か

ら

虫

刺

さ

れ

用

の

ム

ヒ

を

取

 

 

っ

て

、

蚊

に

刺

さ

れ

た

箇

所

（

全

部

で

５

０

箇

 

 

所

く

ら

い

）

に

塗

っ

て

い

く

。

 

 

○

 

和

樹

の

家

・

リ

ビ

ン

グ

 

 

和

樹

、
制

服

姿

で

ソ

フ

ァ

ー

に

寝

転

ん

で

い

る

。 
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テ

レ

ビ

で

は

九

州

、

沖

縄

地

方

の

天

気

予

報

。

 

 
佐

賀

県

に

は

高

温

注

意

の

マ

ー

ク

が

出

て

い

 
 

 

る

。
 

 

母

親

の

恵

子

（

４

９

）

が

台

所

で

洗

い

物

を

し

 

 

て

い

る

。

 

恵

子

「

和

樹

！

」

 

和

樹

「

う

ん

」

 

恵

子

「

時

間

大

丈

夫

と

？

」

 

和

樹

「

う

ん

、

あ

と

五

分

」

 

恵

子

「

な

ん

が

あ

と

五

分

ね

！

」

 

和

樹

「

…

…

も

う

」

 

 
 

和

樹

起

き

上

が

り

、

鞄

を

持

っ

て

玄

関

へ

向

か

 

 
 

う

。

 

 

○

 

同

・

庭

 

 

築

１

５

年

ほ

ど

の

一

軒

家

。

 

 

和

樹

、

車

庫

か

ら

自

転

車

を

出

す

。

 

 

自

転

車

に

股

が

り

、

発

進

す

る

。

 

 

家

の

目

の

前

に

は

広

い

田

園

。
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○
 

龍

矢

の

家

の

前

 

 
築

６

０

年

以

上

の

一

軒

家

。

 

 

和

樹

、

家

の

前

で

自

転

車

を

止

め

る

。

 

 

表

庭

に

龍

矢

の

自

転

車

。

 

 

後

輪

が

パ

ン

ク

し

て

い

る

。

 

 

和

樹

、
そ

れ

を

確

認

す

る

と

、
ま

た

発

進

す

る

。

 

 

○

 

学

校

（

日

替

わ

り

）

 

 

数

学

の

授

業

中

。

 

 

黒

板

に

関

数

の

グ

ラ

フ

が

書

か

れ

て

い

る

。

 

 

四

、

五

人

の

生

徒

た

ち

が

自

分

の

ノ

ー

ト

を

見

 
 

 

な

が

ら

答

え

の

グ

ラ

フ

を

書

い

て

い

る

。

 

 

そ

の

中

に

和

樹

の

姿

。

 

 
 

和

樹

、

自

分

の

グ

ラ

フ

を

書

き

終

え

る

と

席

に

 

 
 

戻

る

。

 

 

全

員

が

書

き

終

わ

り

、

教

師

が

答

え

を

見

な

が

 

 

ら

グ

ラ

フ

に

丸

を

着

け

る

。

 

 
 

教

師

、

グ

ラ

フ

を

消

す

。

 

教

師

「

は

い

、

次

」

 

 
 

教

師

、

席

の

方

に

歩

く

。
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和

樹

の

前

に

は

、

乙

女

が

座

っ

て

い

る

。

 
教

師

「
（

乙

女

を

指

し

て

）

問

い

１

、

森

永

」

 

 
 

と

、
そ

の

列

の

生

徒

に

問

題

を

指

定

し

て

い

く

。 

教

師

「
（

順

番

に

前

に

）

２

、

３

、

４

、

５

」

 

 
 

指

名

さ

れ

た

生

徒

た

ち

、

前

に

出

て

、

黒

板

に

 

 
 

答

え

を

書

き

始

め

る

。

 

 
 

乙

女

、

遅

れ

て

席

を

立

ち

、

前

に

出

る

。

 

 
 

他

の

生

徒

が

書

き

終

わ

る

の

を

待

っ

て

、

自

分

 

 
 

の

答

え

を

書

く

。

 

 
 

生

徒

た

ち

が

席

に

戻

る

。

 

 
 

教

師

、

乙

女

の

グ

ラ

フ

に

バ

ツ

を

大

き

く

書

い

 

 
 

て

、

訂

正

す

る

。

他

の

問

題

は

全

て

丸

。

 

教

師

「

こ

れ

が

、

で

き

ん

て

、

や

ば

か

ば

い

」

 

 
 

教

師

、

グ

ラ

フ

を

消

す

。

 

 
 

乙

女

、
話

を

聞

か

ず

爪

の

甘

皮

を

剥

い

て

い

る

。 

教

師

「

じ

ゃ

あ

、

次

」

 

 
 

和

樹

、

乙

女

の

後

ろ

姿

を

見

て

い

る

。

 

 

○

 

同

・

駐

輪

場

 

 

掃

除

の

時

間

。
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乙

女

、

ほ

う

き

で

落

ち

葉

を

は

い

て

い

る

。

 

 
他

の

女

子

達

が

道

具

を

持

っ

た

ま

ま

、

た

む

ろ

 

 

し

て

話

し

て

い

る

。

 

 

和

樹

は

田

中

（

１

７

）

と

一

緒

に

花

壇

の

草

む

 

 

し

り

を

し

て

い

る

。

 

田

中

「

な

あ

」

 

和

樹

「

何

？

」

 

田

中

「

森

永

さ

ん

っ

て

、

可

愛

い

の

に

、

な

ん

で

ハ

 

 

ブ

ら

れ

て

ん

の

？

」

 

和

樹

「

さ

あ

」

 

田

中

「

普

通

、

可

愛

い

や

つ

の

周

り

に

集

ま

る

っ

ち

 

 

ゃ

な

か

と

？

 

女

子

っ

て

」

 

和

樹

「

…

あ

あ

、

確

か

に

」

 

田

中

「

な

ん

で

？

」

 

和

樹

「

自

分

も

可

愛

い

っ

て

思

い

た

い

か

ら

や

ろ

。

 

 

可

愛

い

や

つ

の

周

り

に

は

男

子

も

集

ま

る

し

」

 

田

中

「

そ

っ

か

ー

。

…

じ

ゃ

あ

、

な

ん

で

？

」

 

和

樹

「

何

が

？

」

 

田

中

「

森

永

さ

ん

、

な

ん

で

ぼ

っ

ち

な

の

？

」

 

和

樹

「

ま

さ

か

、

好

き

と

？

」

 



 
   

19

田

中

「

は

あ

？

 

あ

い

つ

俺

の

先

輩

の

彼

女

ば

い

」

 
和

樹

「

へ

ー

」

 

田

中

「

知

ら

ん

や

っ

た

と

か

て

」

 

和

樹

「

…

そ

れ

な

い

、

よ

か

や

ん

。

幸

せ

そ

う

で

」

 

田

中

「

ど

う

や

ろ

う

ね

ー

」

 

 

○

 

同

・

教

室

（

放

課

後

）
 

 

生

徒

た

ち

、

帰

宅

や

、

部

活

の

準

備

を

し

て

教

 

 

室

を

出

て

行

く

。

 

田

中

「

じ

ゃ

あ

ね

」

 

 
 

と

、

サ

ッ

カ

ー

の

部

活

バ

ッ

グ

を

背

負

っ

た

田

 

 
 

中

、
サ

ッ

カ

ー

部

の

群

れ

の

中

に

消

え

て

行

く

。 

 
 

続

々

と

教

室

か

ら

生

徒

た

ち

が

出

て

行

く

。

 

 
 

和

樹

、

鞄

に

教

科

書

な

ど

を

入

れ

る

。

 

 
 

前

の

席

の

乙

女

、

机

に

突

っ

伏

し

て

ス

マ

ホ

ゲ

 

 
 

ー

ム

を

し

て

い

る

。

 

 
 

和

樹

、

立

ち

上

が

り

、

椅

子

を

蹴

る

よ

う

に

し

 

 
 

て

机

の

中

に

入

れ

る

。

 

 
 

乙

女

、

そ

の

音

に

反

応

し

て

、

振

り

返

る

。

 

和

樹

「

…

あ

、

す

い

ま

せ

ん

」
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乙

女

、

向

き

直

る

。

 

 
 

和

樹

、

教

室

を

出

て

行

く

。

 

 
 

乙

女

、

ゲ

ー

ム

を

続

け

る

。

 

 

○

 

田

ん

ぼ

道

 

 
 

自

転

車

を

走

ら

せ

る

和

樹

。

 

 

龍

矢

の

家

の

前

を

通

り

、

自

分

の

家

の

車

庫

へ

 
 

 

突

っ

込

む

。

 

 
 

和

樹

の

電

話

が

鳴

る

。

 

 

和

樹

、

電

話

に

出

る

。

 

和

樹

「

…

も

し

も

し

。

う

ん

…

」

 

 

○

 

龍

矢

の

家

の

前

 

 

和

樹

、

自

転

車

で

来

て

、

止

ま

る

。

 

 

玄

関

か

ら

龍

矢

が

出

て

く

る

。

 

龍

矢

「

お

う

！

 

コ

ン

ビ

ニ

行

こ

ー

ぜ

」

 

 
 

龍

矢

、

和

樹

の

自

転

車

の

籠

に

財

布

と

ス

マ

ホ

 

 
 

を

入

れ

る

。

 

龍

矢

「

大

変

な

。

夏

休

み

も

学

校

て

」

 

和

樹

「

ま

あ

ね

」
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龍

矢

「

そ

が

ん

、

勉

強

し

た

か

？

 

お

い

に

は

わ

か

 

 
ら

ん

」

 

和

樹

「

パ

ン

ク

、

直

さ

ん

と

？

」

 

龍

矢

「

あ

ー

」
 

 
 

龍

矢

、

自

転

車

の

荷

台

に

乗

り

、

和

樹

の

肩

を

 

 
 

持

つ

。

 

龍

矢

「

は

よ

、

免

許

ほ

し

か

ー

」

 

 
 

和

樹

、

自

転

車

を

発

進

さ

せ

る

。

 

 

○

 

デ

ィ

ス

カ

ウ

ン

ト

シ

ョ

ッ

プ

・

店

内
 

 
 

和

樹

、

龍

矢

、

レ

ン

タ

ル

D
V

D

の

棚

を

う

ろ

 

 
 

う

ろ

と

歩

い

て

い

る

。

 

龍

矢

「

見

て

見

て

」

 

 
 

龍

矢

、

際

ど

い

下

着

の

女

が

写

っ

た

D
V

D
 

 
 

を

指

す

。

 

 
 

和

樹

、

龍

矢

に

呼

ば

れ

て

、

そ

れ

を

見

る

。

 

龍

矢

「

お

前

、

こ

が

ん

と

借

り

れ

さ

」

 

和

樹

「

な

ん

で

」

 

龍

矢

「

一

人

で

す

っ

と

に

い

る

ろ

ー

も

ん

」

 

和

樹

「

…

い

ら

ん

」
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龍

矢

「

な

ん

、

ス

マ

ホ

？

」

 
和

樹

「

違

う

し

」

 

 
 

和

樹

、

目

線

を

逸

ら

し

て

歩

き

出

す

。

 

龍

矢

「
『

ど

ー

て

ー

』

に

は

丁

度

い

い

ば

い

」

 

 
 

和

樹

、

無

視

し

て

棚

の

周

り

を

歩

く

。

 

 
 

龍

矢

、

ま

た

映

画

を

選

ん

で

行

く

。

 

 

○

 

コ

ン

ビ

ニ

・

店

内

 

 

龍

矢

、

店

内

を

う

ろ

つ

い

て

い

る

 

 

和

樹

、

龍

矢

の

後

ろ

を

着

い

て

行

く

。

 

和

樹

「

彼

女

は

？

」

 

龍

矢

「

友

達

と

遊

び

だ

っ

て

」

 

 
 

龍

矢

、

カ

ッ

プ

麺

の

コ

ー

ナ

ー

で

カ

ッ

プ

焼

き
 

 
 

そ

ば

を

選

ぶ

。

 

龍

矢

「

よ

し

、

こ

れ

」

 

 
 

龍

矢

、

カ

ッ

プ

焼

き

そ

ば

を

一

つ

取

る

。

 

龍

矢

「

お

前

は

？

」

 

和

樹

「

え

？

 

あ

あ

…

」

 

 
 

和

樹

、

横

の

お

菓

子

コ

ー

ナ

ー

か

ら

ポ

テ

ト

チ

 

 
 

ッ

プ

ス

を

取

る

。
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龍

矢

「

は

い

」

 

 
 

龍

矢

、

カ

ッ

プ

焼

き

そ

ば

を

和

樹

に

渡

し

て

店

 

 
 

を

出

る

。

 

和

樹

「

…

…

」
 

 
 

和

樹

、

レ

ジ

へ

向

か

う

。

 

 

○

 

龍

矢

の

家

の

前

 

 

和

樹

、

自

転

車

を

止

め

る

。
 

 

龍

矢

、

荷

台

か

ら

降

り

る

。

 

龍

矢

「

じ

ゃ

あ

」

 

和

樹

「

う

ん

」

 

 
 

龍

矢

、

玄

関

の

中

に

入

っ

て

行

く

。

 

 

○

 

龍

矢

の

家

・

リ

ビ

ン

グ

 

龍

矢

「

た

だ

い

ま

」

 

 

龍

矢

が

中

に

入

っ

て

来

る

と

、
父

親

の

紀

夫
（

５

 

 

６

）

が

テ

レ

ビ

を

見

な

が

ら

ビ

ー

ル

を

飲

ん

で

 

 

い

る

。

 

 
 

母

親

の

美

佐

子

（

５

５

）
、

台

所

で

夕

飯

の

準

備

 

 
 

を

し

て

い

る

。
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龍

矢

「

も

う

飲

み

よ

っ

と

？

」

 
紀

夫

「

よ

か

ろ

う

も

ん

」

 

龍

矢

「

別

よ

か

け

ど

さ

」

 

 
 

龍

矢

、

コ

ン

ビ

ニ

袋

を

持

っ

て

台

所

に

行

く

。

 

美

佐

子

「

な

ん

買

っ

た

と

？

」

 

龍

矢

「

ア

イ

ス

と

焼

き

そ

ば

」

 

 
 

龍

矢

、

袋

か

ら

ア

イ

ス

を

出

し

て

冷

凍

庫

に

入

 

 
 

れ

る

。

 

龍

矢

「

食

わ

ん

で

よ

」

 

美

佐

子

「

食

わ

ん

し

」

 

龍

矢

「

な

ん

で

、

何

本

目

？

」

 

美

佐

子

「

３

」

 

龍

矢

「

は

。

よ

う

飲

ま

す

っ

ね

」

 

美

佐

子

「

色

々

あ

っ

と

さ

」

 

龍

矢

「

ま

た

、

ば

あ

ち

ゃ

ん

と

ケ

ン

カ

し

た

と

？

」

 

美

佐

子

「

ち

ょ

っ

と

ね

。

色

々

あ

っ

と

さ

」

 

龍

矢

「

な

ん

、

色

々

て

」

 

紀

夫
「

…

な

ん

か

ー

、
飲

ん

じ

ゃ

い

か

ん

と

か

！

 

お

 

 

い

！

」

 

 
 

紀

夫

、

台

所

に

来

る

。
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龍

矢

「

せ

か

ら

し

」

 
紀

夫

「

は

あ

？

 

な

ん

て

か

あ

？

」

 

龍

矢

「

な

ん

も

、

言

っ

と

ら

ん

」

 

紀

夫

「

う

そ

ば

つ

け

ー

」

 

龍

矢

「

母

さ

ん

、

メ

シ

で

き

た

ら

呼

ん

で

」

 

 
 

龍

矢

、

部

屋

を

出

て

行

く

。

 

 

○

 

同

・

龍

矢

の

部

屋

 

 
 

龍

矢

、

ベ

ッ

ド

に

寝

転

び

、

イ

ヤ

ホ

ン

を

着

け

 

 
 

る

。

 

 
 

ス

マ

ホ

を

操

作

し

て

曲

を

選

ぶ

。

 

 

き

ゃ

り

ー

ぱ

み

ゅ

ぱ

み

ゅ

の

音

楽

が

、

イ

ヤ
 

 

 

ホ

ン

か

ら

漏

れ

聞

こ

え

る

。

 

 

○

 

同

・

庭

（

日

替

り

）

 

 

和

樹

、

自

転

車

に

乗

り

、

発

進

す

る

。

 

 

○

 

龍

矢

の

家

の

前

 

 

寝

間

着

姿

の

龍

矢

が

立

っ

て

い

る

。

 

 

和

樹

が

通

り

か

か

り

、

止

ま

る

。

 



 
   

26

和

樹

「

…

お

は

よ

」

 
龍

矢

「

学

校

、

早

く

ね

？

」

 

和

樹

「

う

ん

」

 

龍

矢

「

今

日

チ

ャ

リ

貸

し

て

」

 

和

樹

「

え

？

」

 

龍

矢

「

マ

ナ

が

天

神

行

き

た

い

ら

し

い

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

龍

矢

「

貸

し

て

」

 

和

樹

「

昨

日

言

っ

て

く

れ

れ

ば

よ

か

っ

た

の

に

」

 

龍

矢

「

今

決

ま

っ

た

も

ん

」

 

和

樹

「

そ

う

…

」

 

龍

矢

「

お

願

い

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

龍

矢

「

本

当

に

」

 

和

樹

「

…

今

日

だ

け

ね

」

 

龍

矢

「

ま

じ

？

 

あ

り

が

と

ー

」

 

 
 

和

樹

、

自

転

車

か

ら

降

り

る

。

 

龍

矢

「

お

礼

す

っ

け

ん

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

 
 

和

樹

、

籠

か

ら

鞄

を

取

り

、

ハ

ン

ド

ル

を

龍

矢
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に

渡

す

。

 

 
 

龍

矢

、

自

転

車

を

受

け

取

る

。

 

龍

矢

「

い

っ

て

ら

っ

し

ゃ

い

」

 

和

樹

「

…

…

」
 

 
 

和

樹

、

龍

矢

の

前

髪

を

触

る

。

 

龍

矢

「

な

ん

？

」

 

和

樹

「

…

寝

癖

」

 

龍

矢

「

き

も

（

と

笑

う

）
」

 

 
 

和

樹

、

歩

き

出

す

。

 

 

○

 

田

ん

ぼ

道

 

 
 

和

樹

、

歩

い

て

い

る

。

 

 

○

 

同

・

自

習

室

 

 

カ

ー

テ

ン

が

閉

め

切

ら

れ

て

い

る

。

 

 

後

ろ

に

下

げ

ら

れ

た

教

室

の

陰

で

、

乙

女

と

勇

 
 

 

気

が

キ

ス

を

し

て

い

る

。

 

 
 

勇

気

、

乙

女

の

肩

を

押

し

や

り

、

自

分

の

股

間

 

 
 

に

乙

女

の

顔

を

押

し

当

て

る

。

 

 

乙

女

、

顔

を

上

げ

る

。
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乙

女

「

え

、

や

だ

」

 
勇

気

「

大

丈

夫

」

 

 
 

勇

気

、

ズ

ボ

ン

の

チ

ャ

ッ

ク

を

開

け

、

さ

ら

に

 

 
 

乙

女

の

顔

を

押

し

当

て

る

。

 

 
 

乙

女

、

勇

気

の

モ

ノ

を

銜

え

る

。

 

 
 

 
 
 

×

 
 
 

×

 
 
 

×

 
 

 
 

勇

気

、

ス

マ

ホ

を

見

て

い

る

。

 

 
 

乙

女

、

机

に

座

り

、

勇

気

の

問

題

集

を

パ

ラ

 

 
 

パ

ラ

と

捲

っ

て

い

る

。

 

勇

気

「

じ

ゃ

あ

、

そ

ろ

そ

ろ

行

く

ね

」
 

乙

女

「

う

ん

。

授

業

頑

張

っ

て

ね

」

 

 
 

勇

気

、

乙

女

に

近

づ

き

、

キ

ス

を

す

る

。

 

 
 

勇

気

、

問

題

集

を

持

っ

て

教

室

を

出

て

行

く

。
 

 
 

乙

女

、

カ

ー

テ

ン

を

開

け

、

窓

を

開

け

る

。

 

 

○

 

職

員

室

 

 

小

杉

の

席

の

前

に

和

樹

が

立

っ

て

い

る

。

 

小

杉

「

心

配

す

る

や

ん

か

、

な

？

」

 

和

樹

「

は

い

」

 

小

杉

「

昨

日

、

夜

遅

か

っ

た

と

か

？

」
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和

樹

「

い

や

」

 
小

杉

「

親

御

さ

ん

は

？

 

起

こ

し

て

く

れ

ん

や

っ

た

 

 

と

か

？

」

 

和

樹

「

仕

事

な

ん

で

」

 

小

杉

「

お

前

な

、

今

日

や

っ

た

け

ん

、

よ

か

っ

た

ば

 

 

っ

て

ん

。

こ

れ

が

入

試

の

日

や

っ

た

ら

ど

が

ん

す

 

 

る

？

」

 

和

樹

「

す

い

ま

せ

ん

」

 

小

杉

「

気

を

つ

け

ろ

よ

？

」

 

和

樹

「

は

い

」

 

小

杉

「

頼

む

ぞ

」

 

和

樹

「

は

い

。

す

い

ま

せ

ん

で

し

た

」

 

 

○

 

同

・

自

動

販

売

機

前

 

 

乙

女

、

財

布

か

ら

お

金

を

出

し

て

い

る

。

 

 

渡

り

廊

下

か

ら

、

和

樹

が

や

っ

て

く

る

。

 

乙

女

「

…

…

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

 
 

乙

女

、

お

金

を

入

れ

、

ボ

タ

ン

を

押

す

。

 

 
 

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

が

落

ち

て

く

る

。
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乙

女

、

そ

れ

を

取

る

。

 
乙

女

「

え

…

」

 

 
 

乙

女

、

出

し

た

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

を

和

樹

に

見

せ

 

 
 

る

。

 

乙

女

「

…

コ

ー

ラ

な

ん

だ

け

ど

」

 

和

樹

「

…

え

？

」

 

乙

女

「

い

や

、

カ

ル

ピ

ス

押

し

た

の

に

、

コ

ー

ラ

 

 

出

て

来

た

」

 

和

樹

「

…

貰

お

う

か

？

」

 

乙

女

「

い

い

の

？

」

 

和

樹

「

う

ん

」

 

 
 

和

樹

、
財

布

か

ら

小

銭

を

出

し

て

乙

女

に

渡

す

。 

 
 

乙

女

、

コ

ー

ラ

を

渡

し

、

小

銭

を

受

け

取

る

。
 

 
 

乙

女

、

も

う

一

度

、

小

銭

を

自

動

販

売

機

に

入

 

 
 

れ

、

カ

ル

ピ

ス

の

ボ

タ

ン

を

押

す

。

 

 
 

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

が

落

ち

て

く

る

。

 

 
 

乙

女

、

拾

う

。

 

乙

女

「

う

そ

や

ろ

（

と

笑

う

）
」

 

 
 

ま

た

コ

ー

ラ

だ

。

 

乙

女

「
（

和

樹

に

）

ね

ー

」
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和

樹

「

ド

ン

マ

イ

」

 
乙

女

「

ド

ン

マ

イ

じ

ゃ

ね

ー

し

」

 

 
 

乙

女

、

財

布

か

ら

小

銭

を

取

っ

て

ま

た

自

動

販

 

 
 

売

機

に

入

れ

る

。

 

 
 

今

度

は

別

の

ボ

タ

ン

を

押

す

。

 

 
 

乙

女

、

落

ち

て

来

た

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

を

拾

う

。

 

 
 

乙

女

、

拾

う

と

同

時

に

爆

笑

す

る

。

 

 
 

持

っ

て

い

る

の

は

コ

ー

ラ

。

 

乙

女

「

何

？

 

嫌

が

ら

せ

？

」

 

和

樹

「

さ

あ

」

 

 
 

乙

女

、

和

樹

に

コ

ー

ラ

を

渡

し

て

、

ま

た

小

銭

 

 
 

を

入

れ

る

。

 

 

○

 

同

・

階

段

 

 

三

本

ず

つ

コ

ー

ラ

の

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

を

持

っ

た

 
 

 

和

樹

と

乙

女

、

並

ん

で

歩

い

て

い

る

。

 

和

樹

「

何

し

て

ん

の

？

」

 

乙

女

「

こ

っ

ち

の

セ

リ

フ

や

し

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

乙

女

「

コ

ー

ラ

、

嫌

い

っ

ち

ゃ

け

ど

」

 



 
   

32

和

樹

「

ド

ン

マ

イ

」

 
乙

女

「

…

宮

原

く

ん

っ

て

さ

、

頭

良

い

よ

ね

」

 

和

樹

「

別

に

、

普

通

や

ろ

」

 

乙

女

「

は

ー

、

ま

じ

嫌

み

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

乙

女
「

ど

う

し

た

ら

頭

よ

く

な

る

っ

ち

ゃ

ろ

う

か

ー

」 

和

樹

「

勉

強

す

れ

ば

？

」

 

乙

女

「

は

あ

ー

、

わ

か

っ

て

ね

ー

」

 

 
 

和

樹

、

持

っ

て

い

た

コ

ー

ラ

を

一

本

落

と

す

。

 

和

樹

「

あ

…

」

 

 
 

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

が

階

段

を

下

っ

て

行

く

。

 

 
 

和

樹

、

階

段

を

降

り

る

。

 

 
 

そ

れ

を

上

か

ら

見

て

い

る

乙

女

。

 

 
 

和

樹

、

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

を

拾

う

。

 

乙

女

「

ね

え

、

そ

れ

開

け

て

」

 

和

樹

「

は

？

」

 

乙

女

「

い

い

け

ん

」

 

和

樹

「

バ

カ

じ

ゃ

な

か

？

」

 

乙

女

「

早

く

！

」

 

和

樹

「

頭

お

か

し

い

や

ろ

？

」
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乙

女

「

今

開

け

ん

や

っ

た

ら

、

お

金

請

求

す

る

！

」

 
和

樹

「

い

い

よ

」

 

乙

女

「

じ

ゃ

あ

、

宮

原

く

ん

が

私

を

レ

イ

プ

し

た

っ

 

 

て

噂

流

す

！

」

 

和

樹

「

な

ん

で

？

」
 

乙

女
「

な

ん

で

で

も

！
 

あ

け

て

っ

て

！

 

３

、
２

、

 

 

１

」

 

 
 

和

樹

、

た

め

息

ま

じ

り

に

蓋

を

開

け

る

。

 

 
 

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

の

中

の

炭

酸

が

溢

れ

出

し

、

和

 

 
 

樹

の

手

を

伝

っ

て

床

に

こ

ぼ

れ

る

。
 

 
 

乙

女

、

ケ

タ

ケ

タ

と

笑

っ

て

い

る

。

 

和

樹

「

あ

り

え

ん

」

 

 
 

和

樹

、

溢

れ

た

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

を

持

っ

て

階

段
 

 
 

を

上

が

っ

て

く

る

。

 

和

樹

「

な

ん

な

ん

ま

じ

」

 

乙

女

「

怒

っ

た

？

」

 

 
 

和

樹

、

階

段

を

上

が

り

き

る

と

、

ペ

ッ

ト

ボ

ト

 

 
 

ル

を

乙

女

の

口

に

当

て

、
無

理

矢

理

飲

ま

せ

る

。 

 
 

乙

女

、

小

さ

く

悲

鳴

を

上

げ

る

。

 

 
 

こ

ぼ

れ

た

コ

ー

ラ

が

制

服

に

着

く

。

 



 
   

34

 
 

和

樹

、

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

を

離

す

。

 

 
 

乙

女

、

手

で

口

を

拭

う

。

 

和

樹

「

頭

か

ら

か

け

よ

う

か

思

っ

た

け

ど

や

め

た

」

 

 
 

和

樹

、

教

室

に

向

か

っ

て

歩

い

て

行

く

。

 

 

○

 

同

・

教

室

 

 

和

樹

、

乙

女

、

入

っ

て

く

る

。

 

乙

女

「

今

か

ら

彼

氏

と

デ

ー

ト

っ

ち

ゃ

け

ど

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

乙

女

「

ど

が

ん

す

っ

と

？

」

 

和

樹

「

知

ら

ん

し

」

 

乙

女

「

こ

れ

じ

ゃ

、

ベ

タ

ベ

タ

や

ん

」

 

 
 

和

樹

、

帰

り

支

度

を

進

め

る

。

 

 
 

乙

女

、

ハ

ン

カ

チ

で

制

服

を

拭

い

て

い

る

。

 

乙

女

「

ね

ー

」

 

和

樹

「

…

俺

も

ベ

タ

ベ

タ

な

ん

だ

け

ど

」

 

 
 

乙

女

、

和

樹

の

鞄

に

コ

ー

ラ

を

入

れ

る

。

 

乙

女

「

あ

げ

る

」

 

和

樹

「

い

い

よ

」

 

乙

女

「

こ

ん

な

に

い

ら

ん

も

ん

」
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和

樹

「

…

じ

ゃ

」

 

 
 
 

和

樹

、

鞄

を

持

っ

て

教

室

を

出

る

。

 

 

○

 

天

神

の

シ

ョ

ッ

ピ

ン

グ

モ

ー

ル

・

休

憩

ス

ペ

ー

ス

（

夕

方

）

 

 

龍

矢

、

マ

ナ

、

ベ

ン

チ

に

座

っ

て

い

る

。

 

 

マ

ナ

、
何

枚

か

の

プ

リ

ク

ラ

を

見

比

べ

て

い

る

。 

 

龍

矢

、

行

き

交

う

人

々

を

目

で

追

っ

て

い

る

。

 

 
 

ス

カ

ー

ト

が

短

い

女

子

高

生

、

金

髪

の

若

い

カ

 

 
 

ッ

プ

ル

…

。

 

 
 

プ

リ

ク

ラ

に

は

、
『

１

年

記

念

日

』

と

書

か

れ

て

 

 
 

い

る

。

プ

リ

ク

ラ

の

中

、

キ

ス

す

る

二

人

。
 

龍

矢

「

こ

っ

か

ら

、

ど

う

す

る

？

」

 

マ

ナ

「

ん

ー

…

」

 

龍

矢

「

…

…

」

 

マ

ナ

「
（

プ

リ

ク

ラ

を

差

し

出

し

て

）

見

る

？

」

 

龍

矢

「

よ

か

」

 

マ

ナ

「

な

ん

ば

、

ブ

ス

っ

て

し

と

っ

と

？

」

 

龍

矢

「

別

に

」

 

マ

ナ

「

ま

さ

か

人

酔

い

し

た

？

」
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龍

矢

「

う

ざ

」

 

 
 

龍

矢

、

立

ち

上

が

る

。

 

 
 

マ

ナ

、

プ

リ

ク

ラ

を

バ

ッ

グ

に

し

ま

っ

て

、

立

 

 
 

ち

上

が

る

。

 

 

○

 

街

中

 

 

歩

い

て

い

る

龍

矢

と

マ

ナ

。

 

 

行

き

交

う

人

を

避

け

て

歩

く

。

 

 

通

り

に

レ

ス

ト

ラ

ン

が

並

び

、

そ

の

テ

ラ

ス

席

 
 

 

で

は

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

や

O
L

た

ち

が

楽

し

そ

う

 

 

に

食

事

を

し

て

い

る

。

 

 

○

 

フ

ァ

ミ

レ

ス

 

 
 

龍

矢

、

マ

ナ

、

向

か

い

合

っ

て

座

っ

て

い

る

。

 

 

マ

ナ

は

チ

ョ

コ

レ

ー

ト

パ

フ

ェ

、

龍

矢

は

フ

ラ

 

 

イ

ド

ポ

テ

ト

を

食

べ

て

い

る

。

 

 
 

龍

矢

、
窓

の

外

か

ら

賑

わ

う

駅

前

を

見

て

い

る

。

マ

ナ

「

あ

、

ジ

ュ

ー

ス

と

っ

て

こ

よ

ー

」

 

 
 

マ

ナ

、

グ

ラ

ス

を

持

ち

、

ド

リ

ン

ク

バ

ー

へ

行

 

 
 

く

。
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龍

矢

、

街

を

見

る

の

を

や

め

る

。

 
龍

矢

「

…

…

」

 

 

○

 
J

R

長

崎

本

線

・

特

急

列

車

・

車

内

 

 

龍

矢

、

マ

ナ

、

並

ん

で

座

っ

て

い

る

。

 

 

マ

ナ

、

龍

矢

の

手

を

握

り

、

龍

矢

の

肩

に

寄

り

 

 

か

か

っ

て

い

る

。

 

 

龍

矢

、

流

れ

る

暗

い

景

色

を

見

て

い

る

。

 

 

○

 

佐

賀

駅

・

ホ

ー

ム

 

 

龍

矢

、

マ

ナ

、

電

車

を

降

り

る

。

 

 

○

 

同

・

改

札

前

（

構

内

）

 

 

龍

矢

、

マ

ナ

、

エ

ス

カ

レ

ー

タ

ー

を

降

り

て

く

 

 

る

。

 

マ

ナ

「

じ

ゃ

あ

ね

」

 

龍

矢

「

う

ん

、

じ

ゃ

あ

ね

」

 

 
 

マ

ナ

、

改

札

を

通

り

、

振

り

返

っ

て

、

龍

矢

に

 

 
 

手

を

振

る

。

 

 
 

マ

ナ

、

駅

を

出

て

行

く

。
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龍

矢

、

電

光

掲

示

板

の

時

刻

表

を

確

認

し

て

、

 

 
 

ま

た

ホ

ー

ム

へ

の

エ

ス

カ

レ

ー

タ

ー

を

上

が

っ

 

 
 

て

行

く

。

 

 

○

 

同

・

ホ

ー

ム
 

 

龍

矢

、

電

車

を

待

っ

て

い

る

。

 

 

ホ

ー

ム

か

ら

駅

前

の

閑

散

と

し

た

景

色

が

見

え

 

 

る

。

 

 

一

両

編

成

の

電

車

が

到

着

す

る

。

 

 

○

 
J

R

唐

津

線

・

下

り

電

車

・

車

内

 

 

車

内

は

部

活

帰

り

の

高

校

生

や

、

帰

宅

す

る

サ

 
 

 

ラ

リ

ー

マ

ン

で

席

が

埋

ま

っ

て

い

る

。

 

 

龍

矢

、

運

転

席

付

近

の

壁

に

寄

り

か

か

っ

て

立

 
 

 

ち

、

イ

ヤ

ホ

ン

で

音

楽

を

聴

い

て

い

る

。

 

 

○

 

小

城

駅

・

ホ

ー

ム

 

 

電

車

が

止

ま

る

。

 

 

龍

矢

、

運

転

手

に

切

符

を

渡

し

、

下

車

す

る

。
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○
 

同

・

改

札

 

 
龍

矢

、

無

人

駅

の

改

札

を

通

る

。

 

 

○

 

同

・

駐

輪

場

 

 

龍

矢

、

自

転

車

の

鍵

を

外

す

。

 

 

サ

ド

ル

に

股

が

り

、

発

進

す

る

。

 

 

○

 

田

ん

ぼ

道

 

 

自

転

車

を

走

ら

せ

る

龍

矢

。

 

 

乗

っ

た

ま

ま

、

ラ

イ

ト

部

分

を

蹴

っ

て

ラ

イ

ト

 
 

 

を

点

灯

さ

せ

る

。

 

 

○

 

和

樹

の

家

・

リ

ビ

ン

グ

 

 

食

卓

に

和

樹

、

父

の

正

浩

（

５

０

）
、

恵

子

が

座

 

 

り

、

夕

飯

を

食

べ

て

い

る

。

 

 
 

和

樹

の

ス

マ

ホ

の

着

信

音

が

鳴

る

。

 

 

和

樹

、

ポ

ケ

ッ

ト

か

ら

ス

マ

ホ

を

出

し

て

、

見

 
 

 

る

。

 

正

浩

「

メ

シ

の

時

は

切

っ

と

け

」

 

和

樹

「

あ

、

龍

矢

だ

」
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恵

子

「

何

？

」

 
和

樹

「

ち

ょ

っ

と

、

行

っ

て

来

て

い

い

？

」

 

正

浩

「

メ

シ

の

途

中

ぞ

」

 

和

樹

「

ち

ょ

っ

と

だ

け

」

 

恵

子

「

急

ぎ

？

」
 

和

樹

「

う

ん

」

 

恵

子

「

す

ぐ

な

い

、

よ

か

よ

」

 

和

樹

「

う

ん

」

 

 
 

和

樹

、

席

を

立

つ

。

 

 

○

 

同

・

表

 

 

和

樹

、

出

て

く

る

。

 

 

自

転

車

に

股

が

っ

た

龍

矢

が

待

っ

て

い

る

。

 

和

樹

「

ご

め

ん

」

 

龍

矢

「

メ

シ

食

い

よ

っ

た

？

」

 

和

樹

「

う

ん

」

 

龍

矢

「

煙

草

吸

お

う

ぜ

」

 

 

○

 

山

の

入

り

口

（

二

人

の

家

の

裏

）

 

 

岩

に

座

っ

て

い

る

和

樹

と

龍

矢

。
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龍

矢

、

自

分

の

煙

草

に

火

を

つ

け

、

ラ

イ

タ

ー

 
 

 
を

和

樹

に

渡

す

。

 

 
 

和

樹

、

煙

草

に

火

を

つ

け

る

。

 

和

樹

「

…

…

」
 

 
 

龍

矢

、

自

分

の

腕

を

叩

く

。

 

龍

矢

「

ま

じ

、

蚊

の

飛

び

よ

」

 

 
 

龍

矢

、

殺

し

た

蚊

を

捨

て

る

。

 

和

樹

「

ワ

ッ

ク

ス

つ

け

て

ん

の

？

」

 

龍

矢

「

う

ん

」

 

 
 

龍

矢

、

蚊

を

手

で

払

う

。

 

龍

矢

「

が

い

、

う

ざ

か

」

 

和

樹

「

う

ん

」

 

龍

矢

「

あ

ん

さ

、

お

前

、

祭

り

行

く

？

」

 

和

樹

「

祭

り

？

」

 

龍

矢

「

今

度

の

、

栄

の

国

」

 

和

樹

「

あ

あ

…

」

 

龍

矢

「

ボ

ッ

チ

や

け

ん

な

、

お

前

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

龍

矢

「

一

緒

行

く

？

」

 

和

樹

「

…

え

？

」
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龍

矢

「

時

間

あ

る

？

」

 
和

樹

「

…

う

ん

」

 

龍

矢

「

じ

ゃ

あ

、

そ

う

言

う

こ

と

で

」

 

和

樹

「

え

？

」
 

龍

矢

「

あ

あ

、

マ

ナ

も

一

緒

け

ん

」

 

和

樹

「

…

う

ん

」

 

龍

矢

「

浴

衣

着

る

ん

だ

っ

て

」

 

和

樹

「

龍

矢

は

？

」

 

龍

矢

「

着

る

か

て

」

 

 
 

龍

矢

、

煙

草

を

も

み

消

す

。

 

龍

矢

「

そ

い

ぎ

」

 

 
 

龍

矢

、

山

を

降

り

て

行

く

。

 

和

樹

「

…

…

」

 

 

○

 

和

樹

の

家

・

玄

関

 

 

和

樹

、
虫

除

け

ス

プ

レ

ー

を

体

に

巻

い

て

い

る

。 

 

○

 

田

ん

ぼ

道

（

日

替

り

）

 

 

自

転

車

を

漕

ぐ

和

樹

。
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○
 

学

校

・

教

室

 

 
朝

の

ホ

ー

ム

ル

ー

ム

。

 

 

小

杉

、

プ

リ

ン

ト

を

列

の

先

頭

の

生

徒

に

配

っ

 

 

て

い

る

。
 

 

乙

女

、
回

っ

て

来

た

プ

リ

ン

ト

を

和

樹

に

回

す

。 

 

小

杉

、

教

室

を

出

る

。

 

 

少

し

だ

け

、

騒

が

し

く

な

る

生

徒

た

ち

。

 

 

乙

女

、

振

り

返

り

、

 

乙

女

「

シ

ミ

、

取

れ

た

？

」

 

和

樹

「

…

あ

あ

、

う

ん

」

 

乙

女

「

よ

か

っ

た

ね

」

 

和

樹

「

う

ん

」

 

乙

女

「

あ

の

コ

ー

ラ

飲

ん

だ

？

」

 

和

樹

「

う

ん

」

 

 
 

和

樹

、

一

限

目

の

準

備

を

す

る

。

 

 
 

乙

女

、

前

に

向

き

直

る

。

 

 

○

 

同

・

駐

輪

場

 

 

乙

女

、

ほ

う

き

で

落

ち

葉

を

は

い

て

い

る

。

 

 

た

む

ろ

し

て

い

る

女

子

達

、

先

生

に

注

意

さ

れ
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て

い

る

。

 

 
 

和

樹

、

田

中

、

ザ

ル

に

む

し

っ

た

草

を

集

め

て

 

 
 

い

る

。

 

田

中

「

和

樹

、

森

永

さ

ん

と

話

し

よ

っ

た

ね

」

 

和

樹

「

あ

あ

」

 

田

中

「

仲

良

く

な

っ

た

？

」

 

和

樹

「

い

や

」

 

田

中

「

い

い

な

ー

」

 

和

樹

「

話

せ

ば

い

い

や

ん

」

 

田

中

「

無

理

、

人

見

知

り

す

る

」

 

 
 

和

樹

、

黙

々

と

草

を

む

し

っ

て

い

る

。
 

 
 

乙

女

、
落

ち

葉

が

入

っ

た

ザ

ル

を

持

っ

て

く

る

。 

乙

女

「

入

れ

て

い

い

？

」

 

田

中

「

…

う

ん

」

 

 
 

乙

女

、

落

ち

葉

を

入

れ

る

。

 

乙

女

「

持

っ

て

行

く

の

手

伝

お

う

か

？

」

 

田

中

「

あ

、

よ

か

よ

か

」

 

乙

女

「

わ

か

っ

た

」

 

 
 

乙

女

、

去

っ

て

行

く

。

 

 
 

和

樹

、

む

し

っ

た

草

を

ザ

ル

に

投

げ

込

ん

で

い
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る

。

 

 

○

 

龍

矢

の

家

・

リ

ビ

ン

グ

 

 

龍

矢

、

祖

母

と

そ

う

め

ん

を

食

べ

て

い

る

。

 

龍

矢

「

ば

あ

ち

ゃ

ん

、

こ

れ

か

ら

な

ん

す

っ

と

？

」

 

祖

母

「

何

で

？

」

 

龍

矢

「

俺

、

映

画

見

た

い

け

ん

」

 

祖

母

「

邪

魔

て

か

」

 

龍

矢

「

う

ん

」

 

祖

母

「

ち

ょ

と

は

家

の

こ

と

ば

せ

ん

ね

」
 

龍

矢

「

は

い

は

い

」

 

 
 

二

人

、

黙

々

と

そ

う

め

ん

を

食

べ

る

。

 

 
 

テ

レ

ビ

は

昼

の

バ

ラ

エ

テ

ィ

番

組

。

 

 
 

東

京

・

原

宿

の

若

者

を

対

象

に

し

た

街

頭

イ

ン

 
 

 
 

タ

ビ

ュ

ー

が

行

わ

れ

て

い

る

。

 

龍

矢

「

俺

、

東

京

の

専

門

行

こ

う

か

な

」

 

祖

母

「

な

ん

ば

言

い

よ

る

ね

」

 

龍

矢

「

…

…

」

 

祖

母

「

向

こ

う

は

、

地

震

の

多

か

ろ

う

も

ん

」

 

龍

矢

「

そ

が

ん

と

、

ど

こ

に

お

た

っ

て

一

緒

や

ろ

う
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も

ん

て

。

こ

な

い

だ

も

揺

れ

た

や

ん

」

 
祖

母

「

佐

賀

は

揺

れ

て

も

な

ん

も

な

か

け

ど

、

都

会

 

 

は

ビ

ル

の

倒

れ

て

く

っ

よ

。

恐

ろ

し

」

 

龍

矢

「

バ

カ

」
 

祖

母

「

原

発

と

か

、

恐

ろ

し

ゅ

ー

て

な

ら

ん

」

 

龍

矢

「

こ

こ

だ

っ

て

、

玄

海

の

原

発

が

爆

発

し

た

ら

 

 

避

難

せ

ん

ば

や

ろ

」

 

祖

母

「

そ

が

ん

ね

」

 

龍

矢
「

知

ら

ん

や

っ

た

と

？

 

ど

こ

に

お

っ

た

っ

て

、 

 

死

ぬ

時

は

死

ぬ

て

」

 

祖

母

「

龍

矢

は

こ

こ

に

お

っ

た

が

ま

し

。

外

に

出

て

 

 

な

ん

ば

す

る

ね

？

」

 

龍

矢

「

…

…

」

 

 
 

龍

矢

、

天

ぷ

ら

を

口

に

放

り

込

む

。

 

 
 

リ

モ

コ

ン

で

テ

レ

ビ

の

チ

ャ

ン

ネ

ル

を

変

え

る

。 

 

○

 

和

樹

の

家

・

洗

面

所

（

日

替

り

・

夕

方

）

 

 
 

和

樹

、

鏡

の

前

で

髪

に

ワ

ッ

ク

ス

を

着

け

て

い

 

 
 

る

。
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○
 

同

・

リ

ビ

ン

グ

 

 
父

が

テ

ー

ブ

ル

の

上

、

パ

ソ

コ

ン

で

仕

事

を

し

 
 

 

て

い

る

。

 

 
 

和

樹

、

入

っ

て

来

て

、

ソ

フ

ァ

ー

に

座

る

。

 

 

テ

レ

ビ

か

ら

は

野

球

中

継

が

流

れ

て

い

る

。

 

 

母

、

洗

濯

物

を

取

り

込

ん

で

部

屋

に

入

っ

て

く

 
 

 

る

。

 

母

「

夜

ご

飯

は

？

」

 

和

樹

「

い

ら

ん

と

思

う

」

 

父

「

あ

ん

ま

り

遅

く

な

る

な

よ

」

 

和

樹

「

う

ん

」

 

母

「

髪

の

毛

、

い

い

や

ん

」

 

和

樹

「

う

る

さ

か

」

 

 
 

和

樹

の

ス

マ

ホ

の

着

信

音

が

鳴

る

。

 

和

樹

「

じ

ゃ

あ

、

行

っ

て

く

る

け

ん

」

 

 
 

和

樹

、

ソ

フ

ァ

ー

か

ら

立

ち

上

が

る

。

 

母

「

お

金

は

？

」

 

 
 

和

樹

、

ポ

ケ

ッ

ト

か

ら

財

布

を

出

し

、

中

を

見

 

 
 

る

。

 

 
 

母

、

財

布

か

ら

５

千

円

札

を

出

す

。
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母

「

電

車

も

あ

る

や

ろ

」

 

 
 

和

樹

、

５

千

円

札

を

受

け

取

る

。

 

和

樹

「

あ

り

が

と

。

行

っ

て

き

ま

す

」

 

父

「

気

を

つ

け

ろ

よ

」

 

和

樹

「

は

い

」

 

 
 

和

樹

、

リ

ビ

ン

グ

を

出

る

。

 

 

○

 

同

・

庭

 

 

和

樹

、

自

転

車

に

乗

り

、

発

進

す

る

。

 

 

○

 

龍

矢

の

家

の

前

 

 

龍

矢

が

立

っ

て

い

る

。

 

 

和

樹

が

自

転

車

で

や

っ

て

く

る

。

 

龍

矢

「

お

う

」

 

 
 

龍

矢

、

和

樹

の

自

転

車

の

荷

台

に

股

が

る

。

 

 
 

和

樹

、

発

進

す

る

。

 

 

○

 

田

ん

ぼ

道

 

 

自

転

車

を

走

ら

せ

る

和

樹

。

 

龍

矢

「

ま

じ

、

ね

み

ー

」
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龍

矢

、

和

樹

の

背

中

に

額

を

付

け

る

。

 
和

樹

「

…

…

」

 

 
 

龍

矢

、

和

樹

の

背

中

に

頭

突

き

を

し

始

め

る

。

 

和

樹

「

…

…

」
 

 

○

 

小

城

駅

 

 

券

売

機

で

切

符

を

買

う

和

樹

と

龍

矢

。

 

 

駅

は

、

こ

れ

か

ら

祭

り

に

向

か

う

中

高

生

た

ち

 

 

で

賑

わ

っ

て

い

る

。

 

 
 

和

樹

と

龍

矢

、

ホ

ー

ム

出

て

、

電

車

を

待

つ

。

 

 

○

 

学

校

近

く

の

道

 

 

乙

女

、
勇

気

、
公

園

に

向

か

っ

て

歩

い

て

い

る

。
 

 
 

浴

衣

を

着

た

女

子

中

高

生

が

駅

に

向

か

っ

て

い

 

 
 

る

。

 

勇

気

「

あ

、

今

日

、

祭

り

か

」

 

乙

女

「

う

ん

」

 

勇

気

「

知

っ

と

っ

た

？

」

 

乙

女

「

う

ん

」

 

勇

気

「

よ

か

ね

ー

、

遊

べ

て

」
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乙

女

「

大

学

入

っ

た

ら

、

い

っ

ぱ

い

遊

べ

る

さ

」

 
勇

気

「

で

も

、

そ

し

た

ら

、

今

度

は

乙

女

が

受

験

生

 

 

や

ん

」
 

乙

女

「

そ

っ

か

…

」

 

勇

気

「

二

年

後

や

ね

」

 

乙

女

「

…

う

ん

」

 

 

○

 

公

園

 

 

乙

女

と

勇

気

、

木

の

陰

で

立

っ

た

ま

ま

キ

ス

を

 

 

し

て

い

る

。

 

 
 

勇

気

、

乙

女

の

胸

を

揉

む

。

 

 

手

を

下

に

や

り

、

ス

カ

ー

ト

を

捲

る

。

 

 
 

乙

女

、

そ

の

手

を

掴

む

。

 

乙

女

「

今

、

あ

れ

中

」

 

勇

気

「

…

そ

っ

か

…

…

じ

ゃ

あ

、

舐

め

て

」

 

乙

女

「

…

は

？

」

 

 
 

勇

気

、

乙

女

に

キ

ス

を

し

、

乙

女

の

手

を

 

 
 

自

分

の

股

間

に

当

て

る

。

 

 
 

乙

女

、

抵

抗

す

る

が

勇

気

の

力

に

勝

て

な

 

 
 

い

。
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勇

気

、

乙

女

の

手

を

握

っ

た

ま

ま

公

衆

ト

 

 
 

イ

レ

に

連

れ

て

行

く

。

 
乙

女

「

ち

ょ

っ

と

、

待

っ

て

、

い

や

だ

、

ね

え

」

 

 
 

勇

気

、

乙

女

を

男

子

ト

イ

レ

に

連

れ

込

む

。

 

 

○

 

男

子

ト

イ

レ

 

 

勇

気

、
乙

女

の

腕

を

引

っ

張

り

、
個

室

に

入

る

。

 

乙

女

「

…

ね

え

、

い

や

だ

」

 

勇

気

「

い

い

け

ん

」

 

 
 

勇

気

、

ズ

ボ

ン

の

チ

ャ

ッ

ク

を

開

け

る

。

 

 
 

乙

女

の

肩

を

押

し

、

座

ら

せ

る

。

 

 
 

乙

女

、

仕

方

な

く

勇

気

の

モ

ノ

を

銜

え

る

。
 

 
 

勇

気

、

乙

女

の

頭

を

持

ち

、

動

か

す

。

 

勇

気

「

…

ご

め

ん

」

 

 
 

勇

気

、

乙

女

を

立

た

せ

、

ス

カ

ー

ト

を

捲

る

。

 

乙

女

「

本

当

、

無

理

て

」

 

勇

気

「

大

丈

夫

、

大

丈

夫

」

 

 
 

勇

気

、

乙

女

の

下

着

を

下

し

、

挿

入

す

る

。

 

乙

女

「

…

…

」

 

 
 

勇

気

、

ピ

ス

ト

ン

を

早

め

、

果

て

る

。
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○

 

同

・

外

 

 

勇

気

、

ス

マ

ホ

を

見

な

が

ら

立

っ

て

い

る

。

 

 

○

 

ト

イ

レ

・

個

室

 

 

乙

女

、

ト

イ

レ

ッ

ト

ペ

ー

ペ

ー

で

股

間

と

足

に

 
 

 

流

れ

た

血

を

拭

い

て

い

る

。

 

 

白

い

ソ

ッ

ク

ス

に

血

が

付

い

て

い

る

。

 

 

○

 

唐

津

線

・

上

り

電

車

・

車

内

 

 
 

祭

り

に

向

か

う

中

高

生

に

混

ざ

っ

て

乙

女

が

乗

 

 
 

っ

て

い

る

。

 

 

乙

女

、

裸

足

で

ロ

ー

フ

ァ

ー

を

履

い

て

い

る

。
 

 

○

 

祭

り

開

場

・

出

店

通

り

 

 

和

樹

と

龍

矢

、
浴

衣

姿

の

マ

ナ

が

歩

い

て

い

る

。 

マ

ナ

「

え

ー

、

う

ち

、

た

こ

焼

き

食

べ

た

い

」

 

龍

矢

「

買

っ

て

こ

ん

ね

」

 

マ

ナ

「

一

人

で

行

く

と

？

」

 

龍

矢

「

す

ぐ

行

く

け

ん

」
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マ

ナ

、

た

こ

焼

き

屋

の

屋

台

の

方

に

歩

い

て

行

 

 
 

く

。

 

 
 

龍

矢

、

和

樹

を

屋

台

の

陰

に

連

れ

て

行

く

。

 

龍

矢

「

い

く

ら

持

っ

て

来

た

？

」

 

和

樹

「

…

え

？

」
 

龍

矢

「

金

さ

」

 

和

樹

「

五

、

六

千

円

く

ら

い

…

」

 

龍

矢

「

貸

し

て

」

 

和

樹

「

は

？

」

 

龍

矢

「

マ

ナ

が

、

や

っ

ぱ

二

人

が

い

い

っ

て

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

龍

矢

「

は

よ

」

 

和

樹

「

…

邪

魔

に

な

ら

ん

ご

と

す

る

け

ん

」

 

龍

矢

「

ど

っ

ち

み

ち

、

一

緒

け

ん

」

 

 
 

龍

矢

、

和

樹

に

手

を

差

し

出

す

。

 

和

樹

「

…

…

」

 

 
 

和

樹

、
財

布

を

出

し

、
五

千

円

を

龍

矢

に

渡

す

。

 

龍

矢

「

ま

だ

入

っ

と

る

や

ん

」

 

 
 

和

樹

、

残

り

の

お

札

も

和

樹

に

渡

す

。

 

龍

矢

「

あ

り

が

と

」
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龍

矢

、

お

金

を

ポ

ケ

ッ

ト

に

入

れ

る

。

 
龍

矢

「

あ

、

あ

と

、

自

転

車

置

い

と

っ

て

ね

」

 

和

樹

「

…

う

ん

」

 

龍

矢

「

じ

ゃ

あ

な

」

 

 
 

龍

矢

、

人

通

り

の

中

に

消

え

て

行

く

。

 

 

○

 

祭

り

開

場

・

大

通

り
 

 

一

番

大

き

な

通

り

で

よ

さ

こ

い

の

パ

レ

ー

ド

が

 
 

 

行

わ

れ

て

い

る

。

 

 
 

沿

道

の

観

客

た

ち

の

中

を

乙

女

が

歩

い

て

い

る

。 

 

通

り

で

は

、

浴

衣

を

着

崩

し

た

女

子

高

生

た

ち

 

 

が

ス

マ

ホ

で

自

撮

り

を

し

て

い

る

。

 

 
 

乙

女

、

道

の

先

に

一

人

歩

く

和

樹

の

姿

を

見

つ
 

 
 

け

る

。

 

 

○

 

佐

嘉

神

社

 

 

出

店

で

賑

わ

っ

て

い

る

境

内

。

 

 

和

樹

、

焼

き

鳥

屋

の

屋

台

に

行

く

。

 

店

員

「

い

ら

っ

し

ゃ

い

。

何

に

す

る

ね

？

」

 

和

樹

「

バ

ラ

、

二

つ

」
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店

員

「

は

い

よ

ー

」

 

 
 

×
 
 
 

×

 
 
 

× 

 
 

和

樹

、

神

社

の

隅

の

石

に

座

っ

て

バ

ラ

の

焼

き

 

 
 

鳥

を

食

べ

て

い

る

。

 

 
 

隣

に

４

０

代

の

男
（

ト

オ

ル

）
が

や

っ

て

来

て

、

 

 
 

煙

草

を

吸

う

。

 

ト

オ

ル

「

す

ご

か

ね

ー

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

 
 

和

樹

、

小

さ

く

頷

く

。

 

ト

オ

ル

「

一

人

で

来

た

と

？

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

ト

オ

ル

「

へ

ー

」

 

 
 

和

樹

、

二

本

目

を

食

べ

終

え

る

。

 

ト

オ

ル

「

何

歳

？

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

ト

オ

ル

「

一

人

で

祭

り

と

か

、

さ

み

し

い

ね

ー

」

 

 
 

和

樹

、

立

ち

上

が

ろ

う

と

す

る

。

 

 
 

ト

オ

ル

、

和

樹

の

服

の

袖

を

持

つ

。

 

和

樹

「

…

…

」
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○
 

愛

敬

通

り

（

歓

楽

街

）

 

 
ホ

ス

ト

や

ホ

ス

テ

ス

が

客

引

き

を

し

た

り

、

 

 

酔

っ

ぱ

ら

っ

た

大

人

た

ち

が

、

道

の

端

々

で

立

 

 

ち

話

を

し

て

い

る

。

 

 

タ

ク

シ

ー

は

低

速

で

列

を

作

っ

て

い

る

。

 

 
 

和

樹

、
先

を

歩

く

ト

オ

ル

の

後

を

着

い

て

行

く

。 

 

○

 

ビ

ジ

ネ

ス

ホ

テ

ル

・

一

室
 

 

ト

オ

ル

、

部

屋

の

鍵

を

開

け

る

。

 

ト

オ

ル

「

ど

う

ぞ

」

 

 
 

和

樹

、

部

屋

の

中

に

入

る

。

 

ト

オ

ル

「

帰

ろ

う

と

思

え

ば

帰

れ

た

ん

だ

け

ど

、

急

 

 

ぐ

の

と

か

嫌

い

だ

し

、

祭

り

や

っ

て

る

し

」

 

 
 

ト

オ

ル

、

腕

時

計

を

外

し

た

り

し

て

、

ベ

ッ

ド

 

 
 

に

座

る

。

 

 
 

和

樹

、

窓

の

外

か

ら

佐

賀

の

街

の

夜

景

を

見

て

 

 
 

い

る

。

 

ト

オ

ル

「

は

ー

、

暑

か

ね

ー

」

 

 
 

和

樹

、

窓

の

外

を

見

た

ま

ま

。

 

ト

オ

ル

「

シ

ャ

ワ

ー

、

浴

び

て

こ

ん

ね

」
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和

樹

「

…

え

？

」

 
ト

オ

ル

「

汗

か

い

と

る

や

ろ

？

」

 

和

樹

「

…

は

い

」

 

ト

オ

ル

「

ほ

ら

」

 

 
 

ト

オ

ル

、

和

樹

の

背

中

を

叩

く

。

 

和

樹

「

…

あ

、

は

い

」
 

 
 

和

樹

、

シ

ャ

ワ

ー

ル

ー

ム

に

向

か

う

。

 

 
 
 

×

 
 
 

×

 
 
 

× 

 
 

ベ

ッ

ド

の

上

、

裸

の

和

樹

と

ト

オ

ル

。

 

 
 

ト

オ

ル

、
和

樹

の

上

に

な

り

、
唇

を

近

づ

け

る

。

 

 
 

和

樹

、

ぎ

ゅ

っ

と

目

を

瞑

る

。

 

ト

オ

ル

「
（

笑

っ

て

）

ど

う

し

た

？

」

 

 
 

和

樹

、

目

を

開

け

る

。

 

 
 

ト

オ

ル

、

軽

く

微

笑

み

か

け

、

再

び

唇

を

近

づ

 

 
 

け

、

キ

ス

を

す

る

。

 

 
 

和

樹

、

ま

た

目

を

固

く

瞑

る

。

 

 
 

ト

オ

ル

、

そ

れ

を

見

て

笑

い

、

和

樹

の

乳

首

を

 

 
 

舐

め

始

め

る

。

 

ト

オ

ル

「

目

、

瞑

と

っ

て

よ

か

け

ん

。

そ

の

ま

ま

好

 

 

き

な

人

を

思

い

浮

か

べ

て

ん

」
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和

樹

「

…

…

」

 
ト

オ

ル

「

気

持

ち

よ

く

な

っ

て

く

る

や

ろ

」

 

 
 

ト

オ

ル

、

段

々

下

が

っ

て

行

き

、

和

樹

の

も

の

 

 
 

を

銜

え

る

。

 

 

○

 

小

城

駅

・

改

札

 

 

和

樹

、

改

札

を

通

る

。
 

 

○

 

同

・

駐

輪

場

 

 
 

和

樹

、

自

転

車

の

前

に

立

つ

。

 

 
 

鍵

を

開

け

、

自

転

車

を

引

き

出

す

。

 

 

○

 

田

ん

ぼ

道

 

 

自

転

車

を

走

ら

せ

る

和

樹

。

 

 

○

 

和

樹

の

家

・

リ

ビ

ン

グ

 

 

和

樹

、

入

っ

て

く

る

。

 

 

母

が

テ

レ

ビ

を

見

な

が

ら

洗

濯

物

を

畳

ん

で

い

 

 

る

。

 

母

「

お

か

え

り

」
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和

樹

「

た

だ

い

ま

」

 
母

「

楽

し

か

っ

た

？

」

 

和

樹

「

う

ん

」

 

母

「

な

ん

し

た

？

」

 

和

樹

「

…

別

に

、

な

ん

も

」

 

 
 

和

樹

、

横

切

っ

て

、

部

屋

を

出

る

。

 

 

○

 

乙

女

の

家

・

風

呂

場

 

 

乙

女

、

湯

船

か

ら

腕

を

出

し

て

、

汚

れ

た

ソ

ッ

 
 

 

ク

ス

と

下

着

を

も

み

洗

い

し

て

い

る

。

 

 
 

蛇

口

の

お

湯

を

止

め

、

ソ

ッ

ク

ス

と

下

着

を

絞

 

 
 

る

。

 

 
 

乙

女

、

湯

船

か

ら

上

が

っ

て

、

湯

船

の

線

を

抜
 

 
 

く

。

 

 

○

 

同

・

リ

ビ

ン

グ

 

 

清

美

が

ソ

フ

ァ

ー

に

横

に

な

っ

て

眠

っ

て

い

る

。 

 

テ

ー

ブ

ル

に

は

缶

ビ

ー

ル

が

二

本

と

食

べ

か

け

 
 

 

の

ス

ナ

ッ

ク

菓

子

が

置

か

れ

て

い

る

。

 

 

風

呂

上

が

り

の

乙

女

が

入

っ

て

く

る

。
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乙

女

、

部

屋

の

電

気

を

保

安

球

に

し

、

つ

け

っ

 
 

 
ぱ

な

し

の

テ

レ

ビ

を

消

す

。

 

乙

女

「

マ

マ

、

布

団

行

か

ん

ね

」

 

清

美

「

…

う

ん

」

 

乙

女

「

ね

ー

」

 

清

美

「

…

分

か

っ

と

っ

て

…

…

う

る

さ

か

」

 

 
 

片

付

け

よ

う

と

缶

ビ

ー

ル

を

取

る

。

 

 
 

入

っ

て

い

る

方

の

ビ

ー

ル

を

一

口

飲

む

。

 

乙

女

「

…

に

が

っ

。

よ

う

こ

が

ん

と

飲

め

る

ね

」

 

清

美

「

…

…

」

 

乙

女

「

ね

ー

て

」

 

清

美

「

…

…

う

る

さ

か

」

 

 
 

乙

女

、

ソ

フ

ァ

ー

の

横

に

座

る

。

 

 
 

ソ

フ

ァ

ー

の

空

い

て

い

る

と

こ

ろ

に

頭

を

よ

り

 

 
 

か

け

る

。

 

 
 

ち

ょ

う

ど

、

清

美

の

腹

の

辺

り

。

 

 
 

乙

女

、

清

美

の

体

に

す

り

寄

せ

る

。

 

 

○

 

田

ん

ぼ

道

 

 

龍

矢

、

真

っ

暗

な

道

を

歩

い

て

い

る

。
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○

 

龍

矢

の

家

・

表

 

 

龍

矢

、

家

に

着

く

。

 

 

車

庫

に

、

車

が

一

台

多

く

止

ま

っ

て

い

る

。

 

 

○

 

同

・

リ

ビ

ン

グ

 

 

龍

矢

、

入

っ

て

く

る

。
 

 

紀

夫

と

美

佐

子

が

兄

の

孝

介

（

２

４

）

と

酒

を

 
 

 

飲

ん

で

い

る

。

 

 
 

祖

母

は

ソ

フ

ァ

ー

に

座

っ

て

ア

イ

ス

を

食

べ

て

 

 
 

い

る

。

 

美

佐

子

「

あ

、

帰

っ

て

来

た

ね

」

 

孝

介

「

お

う

！

」

 

龍

矢

「

お

ー

…

、

お

か

え

り

」

 

美

佐

子

「

さ

っ

き

、

急

に

帰

っ

て

来

た

っ

ち

ゃ

ん

。

 

 

毎

回

毎

回

、

も

う

」

 

孝

介

「

ご

め

ん

、

ご

め

ん

」

 

美

佐

子

「

な

ー

ん

も

、

ご

ち

そ

う

準

備

し

と

ら

ん

や

 

 

ん

ね

。

せ

っ

か

く

帰

っ

て

来

た

と

に

」

 

孝

介

「

よ

か

よ

。

い

つ

も

通

り

で

」
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紀

夫

「

優

し

い

か

ね

ー

。

兄

ち

ゃ

ん

は

」

 
龍

矢

「

悪

か

っ

た

ね

」

 

 
 

龍

矢

、

台

所

へ

い

き

、

手

を

洗

う

。

 

紀

夫

「

龍

矢

、

つ

ま

み

持

っ

て

来

て

」

 

龍

矢

「

…

…

」

 

 
 

龍

矢

、

引

き

出

し

か

ら

ス

ナ

ッ

ク

菓

子

を

取

っ

 

 
 

て

リ

ビ

ン

グ

に

行

く

。
 

孝

介

「

お

ー

、

あ

り

が

と

う

」
 

 
 

孝

介

、

龍

矢

か

ら

菓

子

を

受

け

取

る

。

 

龍

矢

「

な

ん

、

夏

休

み

？

」

 

孝

介

「

そ

う

。

ち

ょ

っ

と

だ

け

ね

」

 

美

佐

子

「

や

っ

ぱ

り

、

忙

し

い

と

？

」

 

孝

介

「

う

ん

、

ま

あ

。

人

も

足

り

ん

け

ん

ね

ー

」

 

龍

矢

「

…

ば

あ

ち

ゃ

ん

」

 

祖

母

「

は

い

」

 

龍

矢

「

兄

ち

ゃ

ん

は

家

出

て

、

好

き

な

こ

と

し

よ

る

 

 

ば

い

」

 

孝

介

「
（

笑

っ

て

）

別

に

好

き

な

こ

と

じ

ゃ

な

い

け

ど

 

 

ね

。

仕

事

よ

、

仕

事

」

 

龍

矢

「

ば

っ

て

ん

、

都

会

や

し

」
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美

佐

子

「

な

ん

、

急

に

」

 
龍

矢

「

よ

か

ね

ー

、

自

由

で

」

 

紀

夫

「

な

ん

が

言

い

た

か

と

か

、

お

前

」

 

龍

矢

「

俺

も

卒

業

し

た

ら

、

家

出

る

け

ん

」

 

祖

母

「

出

て

、

な

ん

ば

す

る

ね

？

」

 

龍

矢

「

そ

が

ん

と

、

出

て

み

ら

ん

ば

分

か

ら

ん

ろ

ー

 

 

も

ん

」

 

紀

夫
「

お

前

に

は

無

理

く

さ

、
勉

強

も

で

き

ん

の

に

。

 

 

ど

う

せ

金

ば

っ

か

使

っ

て

遊

ぶ

な

ら

田

ん

ぼ

で

働

 

 

い

た

が

ま

し

」

 

龍

矢

「

…

い

や

や

し

」

 

祖

母

「

や

け

ん

、

出

て

な

ん

ば

す

る

と

ね

て

」

 

龍

矢

「

ば

あ

ち

ゃ

ん

は

、

う

る

さ

い

！

」

 

紀

夫

「

な

ん

か

、

そ

の

口

の

聞

き

方

は

！

」

 

 
 

紀

夫

、

空

き

缶

を

龍

矢

に

投

げ

る

。

 

龍

矢

「

…

…

」

 

孝

介

「

俺

の

せ

い

？

 

ご

め

ん

、

ご

め

ん

」

 

 
 

龍

矢

、

リ

ビ

ン

グ

を

出

る

。

 

 

○

 

同

・

龍

矢

の

部

屋

 



 
   

64

 

龍

矢

、

ベ

ッ

ド

に

寝

転

び

、

タ

オ

ル

ケ

ッ

ト

に

 

 
全

身

包

ま

る

。

 

 

○

 

学

校

・

教

室

（

日

替

り

）

 

 

男

女

別

、

出

席

番

号

順

に

並

ん

で

い

る

生

徒

。

 

 

試

験

官

の

教

師

が

、

教

卓

に

座

り

眠

そ

う

な

顔

 

 

を

し

て

い

る

。

 

 
 

黒

板

に

は

『

×

×

模

試

』

数

学

、

英

語

、

国

語

 

 
 

…

と

そ

れ

ぞ

れ

の

時

間

割

が

書

か

れ

て

い

る

。

 

 
 

×

 
 
 

×

 
 
 

× 

 

昼

休

み

。

 

 

グ

ル

ー

プ

を

作

っ

て

弁

当

を

食

べ

る

生

徒

た

ち

。 

 
 

和

樹

の

と

こ

ろ

に

田

中

が

や

っ

て

く

る

。

 

和

樹

「

あ

、

俺

、

お

茶

、

買

っ

て

く

る

わ

」

 

田

中

「

お

う

」

 

 

和

樹

、

財

布

を

持

っ

て

、

席

を

立

つ

。

 

 

乙

女

、

そ

の

後

を

追

っ

て

、

教

室

を

出

る

。

 

 

○

 

自

動

販

売

機

 

 

和

樹

、

お

金

を

入

れ

、

ボ

タ

ン

を

押

す

。
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乙

女

、

和

樹

の

後

ろ

に

並

ん

で

い

る

。

 

和

樹

、

落

ち

て

来

た

お

茶

を

拾

う

。

 

乙

女

「

こ

な

い

だ

祭

り

に

お

っ

た

ろ

？

」

 

和

樹

「

…

あ

あ

」

 

乙

女

「

私

服

の

と

こ

、

初

め

て

見

た

」

 

和

樹

「

…

そ

り

ゃ

あ

ね

」

 

乙

女

「

一

人

で

行

っ

た

と

？

」

 

和

樹

「

…

友

達

と

」

 

乙

女

「

へ

ー

」

 

 
 

乙

女

、

財

布

か

ら

小

銭

を

出

し

、

自

動

販

売

機

 

 
 

に

入

れ

る

。

 

 
 

和

樹

、

教

室

へ

戻

ろ

う

と

す

る

。

 

乙

女

「

ど

れ

が

い

い

と

思

う

？

」

 

和

樹

「

知

ら

ん

し

」

 

乙

女

「

ち

ょ

っ

と

同

時

に

押

し

て

み

る

け

ん

。

見

よ

 

 

っ

て

」

 

和

樹

「

は

ー

」

 

乙

女

「

ね

ー

、

お

願

い

」

 

 
 

和

樹

、

立

ち

止

ま

っ

て

、

見

る

。

 

 
 

乙

女

、

両

全

部

の

指

を

使

っ

て

１

０

個

の

ボ

タ
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ン

を

同

時

に

押

す

。

 

 
 

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

が

落

ち

て

く

る

。

 

 
 

乙

女

、

そ

れ

を

拾

う

。

 

乙

女

「

う

わ

、

メ

ロ

ン

ソ

ー

ダ

や

ん

。

最

悪

」

 

和

樹

「

バ

カ

じ

ゃ

な

い

の

」

 

乙

女

「

私

、

今

日

の

昼

メ

シ

、

お

稲

荷

さ

ん

や

け

ん

」

 

和

樹

「

知

ら

ね

ー

」

 

 
 

和

樹

、

歩

き

出

す

。

 

乙

女

「

ま

じ

、

最

悪

」

 

 
 

乙

女

、

和

樹

の

後

を

付

い

て

行

く

。
 

 

○

 

同

・

教

室

（

放

課

後

）

 

 

模

試

が

終

わ

り

、
教

室

を

出

て

行

く

生

徒

た

ち

。 

田

中

「

じ

ゃ

あ

な

ー

」

 

和

樹

「

部

活

頑

張

っ

て

」

 

 
 

田

中

、

教

室

を

出

て

行

く

。

 

 
 

乙

女

、

和

樹

の

机

に

メ

ロ

ン

ソ

ー

ダ

を

置

く

。

 

乙

女

「

あ

げ

る

」

 

和

樹

「

い

ら

ん

」

 

乙

女

「

こ

れ

好

か

ん

も

ん

」
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和

樹

「

買

わ

ん

ぎ

よ

か

っ

た

や

ん

」

 
乙

女

「

だ

っ

て

ー

」

 

 
 

和

樹

、

メ

ロ

ン

ソ

ー

ダ

を

乙

女

に

返

す

。

 

乙

女

「

い

ら

な

い

」

 

 
 

和

樹

、

乙

女

の

鞄

に

入

れ

よ

う

と

す

る

。

 

乙

女

「

わ

あ

、

変

態

」
 

 
 

和

樹

、

た

め

息

を

つ

き

、

机

に

置

く

。

 

乙

女

「

う

ま

い

よ

、

そ

れ

」

 

和

樹

「

じ

ゃ

あ

、

自

分

で

持

っ

て

帰

っ

て

」

 

乙

女

「

私

は

嫌

い

」

 

和

樹

「

…

意

味

わ

か

ら

ん

」

 

乙

女

「

好

き

嫌

い

っ

て

あ

る

や

ろ

？

 

そ

れ

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

乙

女

「

宮

原

く

ん

っ

て

、

好

き

嫌

い

な

さ

そ

う

」

 

和

樹

「

…

あ

る

よ

」

 

乙

女

「

何

？

」

 

和

樹

「

色

々

」

 

 
 

和

樹

、

鞄

を

持

っ

て

立

ち

上

が

る

。

 

 
 

乙

女

、
和

樹

の

鞄

に

メ

ロ

ン

ソ

ー

ダ

を

入

れ

る

。 

和

樹

「

…

…

」
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和

樹

、

教

室

を

出

て

行

く

。

 

 

○

 

龍

矢

の

家

・

リ

ビ

ン

グ

 

 

龍

矢

、

テ

レ

ビ

を

見

な

が

ら

ス

ナ

ッ

ク

菓

子

を

 
 

 

食

べ

て

い

る

。
 

 
 

祖

母

、

ソ

フ

ァ

ー

に

座

っ

て

お

茶

を

飲

ん

で

い

 

 
 

る

。

 

 

テ

レ

ビ

は

バ

ラ

エ

テ

ィ

番

組

で

、

タ

レ

ン

ト

が

 
 

 

渋

谷

で

街

頭

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

を

行

っ

て

い

る

。

 

タ

レ

ン

ト
『

実

際

、
街

の

人

に

聞

い

て

み

ま

し

ょ

う

！

』 

 
 

タ

レ

ン

ト

の

持

つ

、

フ

リ

ッ

プ

に

は

「

一

生

行

 

 
 

か

な

い

と

思

う

都

道

府

県

は

？

」

と

書

か

れ

て

 

 
 

い

る

。

 

 
 

タ

レ

ン

ト

、
街

を

歩

き

、
若

者

に

声

を

か

け

る

。

 

タ

レ

ン

ト

『

ど

こ

だ

と

思

い

ま

す

か

？

』

 

若

者

１

『

え

ー

、

ど

こ

だ

ろ

？

 

島

根

？

』

 
 

 
 
 

×

 
 
 

×

 
 
 

× 

若

者

２

『

茨

城

と

か

で

す

か

？

』

 

 
 
 

×

 
 
 

×

 
 
 

× 

若

者

３

『
（

笑

っ

て

）

わ

か

ん

な

い

、

群

馬

？

』
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タ

レ

ン

ト

『

ラ

ン

キ

ン

グ

で

は

、

こ

う

な

ん

で

す

』

 

 
 

タ

レ

ン

ト

が

フ

リ

ッ

プ

を

捲

る

と

、
大

き

く
『

佐

 

 
 

賀

』

と

書

か

れ

て

い

る

。

 

祖

母

「

あ

ら

ー

」

 

若

者

１

『

あ

ー

、

忘

れ

て

ま

し

た

ー

』

 

 
 
 

×

 
 
 

×

 
 
 

× 

若

者

２

『

す

い

ま

せ

ん

、

正

直

、

ど

こ

？

 

っ

て

感

 

 

じ

で

す

ね

』

 

龍

矢

「

は

？

 

ク

ソ

童

貞

が

、

黙

れ

」

 

 
 

番

組

は

佐

賀

の

観

光

ア

ピ

ー

ル

に

切

り

替

わ

る

。 

 
 

龍

矢

、

リ

モ

コ

ン

を

取

る

。

 

龍

矢

「

変

え

て

い

い

？

」

 

祖

母

「

今

か

ら

が

よ

か

と

こ

や

ん

ね

」

 

龍

矢

「

ど

こ

が

か

て

」

 

 
 

龍

矢

、

リ

モ

コ

ン

を

ソ

フ

ァ

ー

に

投

げ

る

。

 

祖

母

「

あ

ん

た

、

そ

ろ

そ

ろ

自

転

車

直

さ

ん

ば

や

な

 

 

か

？

 

学

校

始

ま

る

ろ

う

も

ん

」

 

龍

矢

「

あ

あ

」

 

 

○

 

同

・

表
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龍

矢

、

軽

ト

ラ

ッ

ク

の

荷

台

に

自

転

車

を

乗

せ

 

 
る

。

 

 

○

 

軽

ト

ラ

ッ

ク

・

車

内

 

 

田

ん

ぼ

道

を

走

る

車

。

 

 

運

転

席

に

祖

母

、

助

手

席

に

龍

矢

が

乗

っ

て

い

 

 

る

。

 

祖

母

「

パ

ン

ク

く

ら

い

、

自

分

で

直

し

き

る

ご

と

な

 

 

ら

ん

ば

」

 

龍

矢

「

う

ん

」

 

祖

母

「

教

え

て

も

ら

い

ん

し

ゃ

い

よ

」

 

龍

矢

「

う

ん

」

 

 
 

龍

矢

、

ず

っ

と

ド

ア

の

外

を

見

て

い

る

。

 

 

○

 

自

転

車

屋

・

外

 

 

龍

矢

、

軽

ト

ラ

ッ

ク

の

荷

台

か

ら

自

転

車

を

下

 
 

 

ろ

し

、

店

の

中

へ

持

っ

て

行

く

。

 

 

○

 

同

・

中

 

 

店

主

が

、

自

転

車

の

タ

イ

ヤ

を

水

に

付

け

、

穴
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を

探

し

て

い

る

。

 

 
 

祖

母

、

真

剣

に

そ

れ

を

見

て

い

る

。

 

 
 

龍

矢

も

横

に

立

っ

て

い

る

が

、

あ

ま

り

聞

い

て

 

 
 

い

な

い

。
 

 

○

 

軽

ト

ラ

ッ

ク

・

車

内

 

 

祖

母

、

運

転

し

て

い

る

。

 

龍

矢

「

ば

あ

ち

ゃ

ん

」

 

祖

母

「

な

ん

ね

」

 

龍

矢

「

駅

行

っ

て

」

 

祖

母

「

な

ん

で

」

 

龍

矢

「

い

い

け

ん

」

 

 

○

 

小

城

駅

 

 

軽

ト

ラ

ッ

ク

、

入

り

口

に

止

ま

る

。

 

 

龍

矢

、

ド

ア

を

開

け

る

。

 

龍

矢

「

何

円

か

貸

し

て

」

 

祖

母

「

ど

こ

行

く

と

？

」

 

龍

矢

「

友

達

の

と

こ

」

 

祖

母

「

た

く

…

」
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祖

母

、

財

布

か

ら

二

千

円

を

出

す

。

 
龍

矢

「

行

っ

て

く

る

け

ん

」

 

 
 

龍

矢

、

軽

ト

ラ

ッ

ク

か

ら

降

り

、

荷

台

か

ら

自

 

 
 

転

車

を

下

ろ

す

。

 

 
 

軽

ト

ラ

ッ

ク

、

発

進

す

る

。

 

 
 

龍

矢

、

自

転

車

を

止

め

、

切

符

を

買

い

、

ホ

ー

 

 
 

ム

に

出

る

。

 

 

○

 

佐

賀

駅

・

ロ

ビ

ー

 

 

マ

ナ

、
ベ

ン

チ

に

座

っ

て

テ

レ

ビ

を

見

て

い

る

。 

 

龍

矢

、

改

札

を

通

っ

て

や

っ

て

く

る

。
 

 

○

 

マ

ナ

の

部

屋

 

 

布

団

に

寝

転

が

っ

て

い

る

龍

矢

と

マ

ナ

。

 

マ

ナ

「

暑

く

な

い

？

」

 

龍

矢

「

う

ん

」

 

 
 

龍

矢

、
床

に

置

い

て

あ

っ

た

少

女

漫

画

を

取

り

、 

 
 

読

む

。

 

 
 

マ

ナ

、

リ

モ

コ

ン

で

冷

房

を

調

節

す

る

。

 

マ

ナ

「

ま

じ

、

つ

ま

ら

ん

け

ん

、

そ

れ

」
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龍

矢

「

な

ん

で

？

」

 
マ

ナ

「

夢

ば

っ

か

り

や

ん

。

壁

ド

ン

で

濡

れ

る

な

ら

 

 

苦

労

せ

ん

し

」

 

 
 

龍

矢

、

笑

う

。

 

マ

ナ

「

理

想

ば

っ

か

り

言

っ

て

、

か

わ

い

そ

う

」

 

 
 

マ

ナ

、

龍

矢

の

腕

に

入

る

。

 

 
 

龍

矢

、

漫

画

を

置

き

、

マ

ナ

に

キ

ス

を

す

る

。

 

 
 

キ

ス

は

少

し

ず

つ

深

く

な

り

、

龍

矢

は

マ

ナ

の

 

 
 

胸

を

揉

ん

で

い

く

。

 

 
 

マ

ナ

の

息

が

荒

く

な

る

。

 

 
 

龍

矢

、

ブ

ラ

の

中

に

手

を

入

れ

、

も

う

片

方

の

 

 
 

手

で

下

の

方

を

触

る

。

 

 
 

マ

ナ

、

龍

矢

の

ズ

ボ

ン

を

脱

が

せ

、

股

間

を

触
 

 
 

る

。

 

 
 

龍

矢

、

マ

ナ

の

上

に

な

り

、

挿

入

す

る

。

 

 
 

腰

を

振

る

龍

矢

。

 

 
 

マ

ナ

の

息

づ

か

い

が

さ

ら

に

荒

く

な

る

。

 

 

○

 

公

園

（

夕

方

）

 

 

乙

女

、

勇

気

、

ベ

ン

チ

に

座

っ

て

い

る

。
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乙

女

、

ア

イ

ス

を

食

べ

て

い

る

。

 
勇

気

「

う

ま

い

？

」

 

乙

女

「

う

ん

」

 

 
 

乙

女

、

ア

イ

ス

が

溶

け

な

い

よ

う

に

黙

々

と

舐

 

 
 

め

て

い

る

。
 

乙

女

「

今

日

も

塾

？

」
 

勇

気

「

う

ん

」

 

乙

女

「

何

時

か

ら

？

」

 

勇

気

「

７

時

」

 

乙

女

「

へ

ー

」

 

 
 

勇

気

、

ス

マ

ホ

を

見

て

い

る

。

 

乙

女

「

あ

ん

さ

ー

」

 

勇

気

「

う

ん

」

 

乙

女

「

勇

気

が

大

学

行

く

や

ん

」

 

勇

気

「

う

ん

」

 

乙

女

「

そ

し

た

ら

、

別

に

他

の

子

と

も

ヤ

ッ

て

い

い

 

 

け

ん

」

 

勇

気

「

は

？

」

 

乙

女
「

絶

対

、
今

よ

り

楽

し

い

っ

て

思

う

っ

ち

ゃ

ん

、

 

 

大

学

っ

て

。

女

の

子

の

友

達

も

い

っ

ぱ

い

で

き

る
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や

ろ

う

し

、

私

よ

り

ス

タ

イ

ル

よ

く

て

可

愛

い

子

 

 
も

お

る

や

ろ

う

し

」

 

勇

気

「

そ

ん

な

こ

と

な

い

よ

」

 

乙

女

「

私

、

束

縛

と

か

し

た

く

な

い

し

、

セ

ッ

ク

ス

 

 

と

か

そ

う

い

う

の

は

大

学

の

人

と

し

て

、

私

と

は

 

 

会

い

た

い

時

に

だ

け

会

う

っ

て

感

じ

で

い

い

よ

。

 

 

高

校

生

と

大

学

生

じ

ゃ

、

一

緒

に

お

れ

る

時

間

も

 

 

少

な

い

し

さ

、 

サ

ー

ク

ル

と

か

、
飲

み

会

と

か

、

 

 

楽

し

い

こ

と

い

っ

ぱ

い

あ

る

や

ろ

。

い

ち

い

ち

浮

 

 

気

で

怒

っ

た

り

せ

ん

け

ん

、

ね

」

 

勇

気

「

急

に

、

な

ん

言

い

よ

っ

と

。

そ

ん

な

こ

と

す

 

 

る

分

け

な

い

や

ん

」

 

乙

女

「

む

し

ろ

、

そ

う

し

て

ほ

し

い

」

 

勇

気

「

は

？

」

 

 
 

乙

女

、

ア

イ

ス

を

舐

め

て

い

る

。

 

勇

気

「

な

ん

で

そ

が

ん

こ

と

言

う

と

？

」

 

乙

女

「

だ

っ

て

、

そ

う

思

っ

た

か

ら

」

 

勇

気

「

な

ん

、

ま

じ

」

 

乙

女

「

だ

っ

て

、

し

た

い

の

か

会

い

た

い

の

か

分

か

 

 

ら

ん

も

ん

、

最

近

。

そ

れ

な

い

、

そ

う

い

う

性

処

 



 
   

76

 

理

は

他

の

人

と

し

て

も

ら

っ

て

、

私

は

も

っ

と

別

 

 
の

こ

と

で

一

緒

に

い

た

い

」

 

勇

気

「

な

ん

、

別

の

こ

と

て

？

」

 

乙

女

「

…

わ

か

ら

ん

」

 

 
 

勇

気

、

乙

女

に

キ

ス

を

し

よ

う

と

す

る

。

 

 
 

乙

女

、

顔

を

避

け

る

。

 

勇

気

「

…

…

」

 

乙

女

「

…

…

」

 

勇

気

「

嫌

い

に

な

っ

た

？

」

 

乙

女

「

…

別

に

」

 

勇

気

「

な

ん

で

？

」

 

乙

女

「

…

し

た

く

な

い

か

ら

」

 

 
 

勇

気

、

た

め

息

ま

じ

り

に

立

ち

上

が

る

。

 

勇

気

「

俺

、

行

く

け

ん

」

 

乙

女

「

…

…

」

 

 
 

勇

気

、

去

っ

て

行

く

。

 

 
 

乙

女

、

溶

け

か

け

た

ア

イ

ス

を

食

べ

る

。

 

 

○

 

佐

賀

駅

・

改

札

前

（

日

替

り

）

 

 
 

和

樹

、

発

券

機

で

切

符

を

買

っ

て

い

る

。
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○

 

同

・

ホ

ー

ム

 

 

和

樹

、

列

に

並

ん

で

電

車

を

待

っ

て

い

る

。

 

 

特

急

列

車

が

ホ

ー

ム

に

止

ま

る

。

 

 

並

ん

で

い

た

人

た

ち

、

乗

車

口

か

ら

乗

り

込

ん

 

 

で

行

く

。

 

 

○

 

特

急

列

車

・

車

内

 

 

和

樹

、
座

席

に

座

っ

て

外

の

景

色

を

見

て

い

る

。 

 

コ

ン

ビ

ニ

袋

か

ら

パ

ン

と

紙

パ

ッ

ク

の

ジ

ュ

ー

 
 

 

ス

を

出

し

、

食

べ

る

。

 

 

○

 
J

R

博

多

駅

・

改

札

 

 

和

樹

、

改

札

を

通

る

。

 

 

○

 

駅

前

の

カ

フ

ェ

 

 

和

樹

、

ア

イ

ス

コ

ー

ヒ

ー

を

飲

ん

で

い

る

。

 

 

し

ば

ら

く

し

て

、

隣

に

ト

オ

ル

が

座

る

。

 

 

ト

オ

ル

、

コ

ー

ヒ

ー

を

二

口

飲

ん

で

、

す

ぐ

に

 
 

 

席

を

立

つ

。
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和

樹

、

ト

オ

ル

に

続

く

よ

う

に

席

を

立

ち

、

店

 

 
 

を

出

る

。

 

 

○

 

ラ

ブ

ホ

テ

ル

 

 

ベ

ッ

ド

の

上

、
和

樹

の

背

に

ト

オ

ル

が

乗

っ

て

、 
 

 

腰

を

振

っ

て

い

る

。

 

 

ト

オ

ル

、
後

ろ

か

ら

和

樹

の

首

を

締

め

て

い

く

。 

 

和

樹

の

息

、

細

く

な

っ

て

い

く

。

 

 

ト

オ

ル

、

果

て

、

ベ

ッ

ド

に

横

た

わ

る

。

 

 

和

樹

、

大

き

く

呼

吸

を

す

る

。

 

ト

オ

ル

「

苦

し

か

っ

た

？

」

 

和

樹

「

…

…

は

い

」

 

ト

オ

ル

「

そ

う

。

で

も

ね

、

こ

っ

ち

は

す

っ

ご

く

気
 

 

 

持

ち

が

い

い

ん

だ

よ

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

ト

オ

ル

「

シ

ャ

ワ

ー

、

浴

び

て

来

た

ら

」

 

 
 

和

樹

、

ま

だ

呼

吸

を

整

え

て

い

る

。

 

 
 

和

樹

、

立

ち

上

が

り

、

シ

ャ

ワ

ー

ル

ー

ム

へ

向

 

 
 

か

う

。
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○
 

博

多

駅

前

・

シ

ョ

ッ

ピ

ン

グ

モ

ー

ル

 

 
エ

ス

カ

レ

ー

タ

ー

を

上

が

っ

て

い

る

ト

オ

ル

と

 
 

 

 

和

樹

。

 

ト

オ

ル

「

僕

た

ち

、

ど

う

い

う

風

に

見

え

て

る

 

 

だ

ろ

う

ね

」

 

和

樹

「

さ

あ

。

ど

う

で

す

か

ね

」

 

ト

オ

ル

「

息

子

が

で

き

た

ら

、

こ

ん

な

感

じ

な

の

か

 

 

な

ー

。

奥

さ

ん

は

、

女

の

子

が

い

い

っ

て

言

っ

て

 
 

 

る

ん

だ

け

ど

」

 

和

樹

「

結

婚

し

て

る

ん

で

す

か

？

」

 

ト

オ

ル

「

う

ん

。

今

ね

、

妊

娠

６

ヶ

月

」

 

和

樹

「

そ

う

な

ん

で

す

ね

」

 

ト

オ

ル

「

う

ん

」

 

和

樹

「

女

の

人

も

好

き

な

ん

で

す

か

？

」

 

ト

オ

ル

「

ま

さ

か

」

 

 

○

 

ア

パ

レ

ル

店

 

 

ト

オ

ル

、
和

樹

に

服

を

当

て

て

、
選

ん

で

い

る

。

 

 

和

樹

、

マ

ネ

キ

ン

の

よ

う

に

立

っ

て

い

る

。
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○
 

小

城

駅

・

駐

輪

所

 

 
和

樹

、

自

転

車

の

鍵

を

開

け

、

引

き

出

す

。

 

 

○

 

田

ん

ぼ

道
 

 

和

樹

、

自

転

車

で

走

っ

て

い

る

。

 

 

○

 

和

樹

の

家

・

リ

ビ

ン

グ
 

 

和

樹

、

正

浩

、

恵

子

、

ダ

イ

ニ

ン

グ

テ

ー

ブ

ル

 

 

で

夕

食

を

食

べ

て

い

る

。

 

 

テ

ー

ブ

ル

に

い

っ

ぱ

い

に

並

べ

ら

れ

た

お

か

ず

。 

 
 

正

浩

、

恵

子

、

テ

レ

ビ

を

見

て

笑

っ

て

い

る

。

 

 

○

 

龍

矢

の

家

の

前

（

日

替

り

）

 

 

和

樹

、

自

転

車

を

止

め

る

。

 

 

龍

矢

の

自

転

車

が

な

い

こ

と

に

気

が

つ

く

。

 

 

○

 

学

校

・

教

室

 

 

朝

の

ホ

ー

ム

ル

ー

ム

。

 

 

一

人

の

学

級

委

員

が

黒

板

に

席

票

を

書

い

て

、

 
 

 

も

う

一

人

が

教

卓

で

く

じ

を

折

っ

て

い

る

。
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乙

女

、

和

樹

の

方

を

振

り

返

る

。

 
乙

女

「

お

別

れ

だ

ね

」

 

和

樹

「

う

ん

」

 

乙

女

「

寂

し

い

？

」

 

和

樹

「

全

く

」

 

乙

女

「

う

そ

ば

っ

か

い

」

 

和

樹

「

何

？

」

 

乙

女

「

別

に

」

 

 
 

生

徒

た

ち

、

教

卓

に

く

じ

を

引

き

に

行

く

。

 

 

○

 

龍

矢

の

家

の

前

 

 

和

樹

、

回

覧

板

を

持

っ

て

や

っ

て

く

る

。

 

 

龍

矢

が

自

転

車

に

乗

っ

て

帰

っ

て

く

る

。

 

龍

矢

「

何

？

」

 

和

樹

「

回

覧

板

」

 

龍

矢

「

あ

あ

」

 

和

樹

「

パ

ン

ク

直

っ

た

ん

だ

」

 

龍

矢

「

う

ん

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

龍

矢

「

な

ん

？

」
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和

樹

「

な

ん

も

」

 
龍

矢

「

そ

う

」

 

和

樹

「

煙

草

吸

う

？

」

 

龍

矢

「

よ

か

」
 

 
 

龍

矢

、
自

転

車

を

押

し

て

、
家

に

入

っ

て

行

く

。

 

和

樹

「

…

…

」

 

 

○

 

和

樹

の

家

・

庭

（

日

替

り

）

 

 

和

樹

、

自

転

車

に

乗

り

、

発

進

す

る

。

 

 

○

 

佐

賀

駅

・

駅

内

に

あ

る

コ

ン

ビ

ニ

 

 

和

樹

、

商

品

棚

の

間

を

う

ろ

つ

い

て

い

る

。
 

 

お

菓

子

と

ジ

ュ

ー

ス

を

取

っ

て

、
レ

ジ

へ

行

く

。 

 

反

対

側

の

ド

ア

か

ら

乙

女

が

入

っ

て

く

る

。

 

 

和

樹

、

会

計

を

済

ま

せ

、

店

を

出

る

。

 

 

乙

女

、

和

樹

を

追

っ

て

店

を

出

る

。

 

 

○

 

同

・

改

札

前

 

 

和

樹

、

切

符

を

買

っ

て

、

そ

の

ま

ま

改

札

を

通

 

 

る

。
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○

 

同

・

ホ

ー

ム

 

 

和

樹

、

電

車

を

待

つ

列

に

並

ん

で

い

る

。

 

 
 

乙

女

、

別

の

列

に

並

ん

で

い

る

。

 

 

○

 

博

多

駅

・

改

札

 

 

和

樹

、

改

札

を

通

る

。
 

 

乙

女

も

、

後

に

改

札

を

通

る

。

 

 

○

 

シ

ョ

ッ

ピ

ン

グ

モ

ー

ル

・

店

内

 

 

和

樹

、

男

子

ト

イ

レ

に

入

っ

て

行

く

。
 

 

乙

女

、

近

く

の

店

に

入

る

。

 

 

○

 

男

子

ト

イ

レ

 

 

和

樹

、

ト

オ

ル

に

買

っ

て

も

ら

っ

た

服

に

着

替

 

 

え

、
鏡

の

前

で

髪

に

ワ

ッ

ク

ス

を

付

け

て

い

る

。 

 

○

 

ト

イ

レ

前

 

 

和

樹

が

出

て

く

る

。

 

 

乙

女

、

和

樹

を

追

い

、

付

い

て

行

く

。
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○

 

駅

前

 

 

乙

女

、

ス

マ

ホ

を

触

り

な

が

ら

、

カ

フ

ェ

に

い

 
 

 

る

和

樹

を

見

て

い

る

。

 

 
 

し

ば

ら

く

し

て

、

ト

オ

ル

が

来

て

、

和

樹

と

店

 

 
 

を

出

て

行

く

。

 

 
 

乙

女

、

二

人

を

見

て

い

る

。

 
 

 
 

３

０

代

く

ら

い

の

男

が

乙

女

に

近

づ

く

。

 

男

「

あ

の

」

 

乙

女

「
（

気

づ

い

て

）

…

は

い

」

 

男

「

ど

こ

か

、

事

務

所

に

入

っ

て

た

り

し

ま

す

か

？

 
 

 

モ

デ

ル

と

か

、

俳

優

の

」

 

乙

女

「

…

い

や

」

 

男

「

そ

っ

か

ー

。

僕

ね

、

こ

う

い

う

芸

能

事

務

所

の

 
 

 

ス

カ

ウ

ト

を

し

て

る

者

な

ん

だ

け

ど

」

 

 
 

男

、

乙

女

に

名

刺

を

渡

す

。

 

 
 

乙

女

、

受

け

取

る

。

 

男

「

聞

い

た

こ

と

あ

る

？

 

こ

こ

の

事

務

所

」

 

乙

女

「

…

あ

あ

、

は

い

」

 

男

「

な

ん

か

ね

、

今

、

君

を

見

て

て

、

す

ご

く

画

に
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な

っ

て

る

な

ー

っ

て

思

っ

て

」

 
乙

女

「

…

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」

 

男

「

ど

う

か

な

？

」

 

乙

女

「

…

何

が

？

」

 

男

「

興

味

な

い

？
 

こ

う

い

う

世

界

」

 

乙

女

「

…

…

」

 

男

「

も

し

、

気

に

な

っ

た

ら

、

こ

の

番

号

に

連

絡

く

 

 

れ

れ

ば

い

い

か

ら

」

 

乙

女

「

…

は

い

」

 

 

○

 

ラ

ブ

ホ

テ

ル

 

 
 

ベ

ッ

ド

の

上

、

和

樹

と

ト

オ

ル

、

寝

転

が

っ

て

 

 
 

い

る

。

 

 
 

ト

オ

ル

、

煙

草

に

火

を

つ

け

る

。

 

ト

オ

ル

「

産

ま

れ

て

く

る

な

ら

、

女

の

子

が

い

い

な

 

 

ー

」

 

和

樹

「

ど

う

し

て

で

す

か

？

」

 

ト

オ

ル

「

も

し

男

の

子

だ

っ

た

ら

、

和

樹

く

ん

と

会

 

 

う

時

に

罪

悪

感

を

感

じ

る

じ

ゃ

な

い

？

 

奥

さ

ん

 
 

 

も

、

若

く

な

い

か

ら

ね

。

安

産

だ

と

い

い

け

ど

」
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和

樹

「

も

し

、

男

と

女

の

双

子

だ

っ

た

ら

、

ど

う

す

 
 

 
る

ん

で

す

か

？

」

 

ト

オ

ル

「

…

…

平

等

っ

て

わ

け

に

は

、

い

か

な

い

だ

 

 

ろ

う

ね

」

 

 
 

ト

オ

ル

、

煙

草

を

に

じ

り

消

す

。

 

 

○

 

同

・

シ

ャ

ワ

ー

ル

ー

ム
 

 

和

樹

、

シ

ャ

ワ

ー

を

浴

び

て

い

る

。

 

 

鏡

を

見

る

。

 

 

首

に

キ

ス

マ

ー

ク

が

付

い

て

い

る

。
 

 

○

 

博

多

駅

・

改

札

前

 

 

和

樹

、

電

光

掲

示

板

を

見

て

い

る

。

 

 

服

は

元

に

戻

っ

て

い

る

。

 

 

和

樹

の

荷

物

、

紙

袋

が

一

つ

増

え

て

い

る

。

 

 

乙

女

、

後

ろ

か

ら

和

樹

の

肩

を

叩

く

。

 

 

和

樹

、

乙

女

に

気

づ

く

。

 

和

樹

「

あ

っ

…

」

 

乙

女

「

偶

然

」

 

和

樹

「

…

…

」
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乙

女

「

買

い

物

し

た

の

？

」

 
和

樹

「

…

う

ん

」

 

乙

女

「

わ

ざ

わ

ざ

、

博

多

で

？

」

 

和

樹

「

う

ん

」
 

乙

女

「

金

持

ち

や

ん

」

 

和

樹

「

違

う

よ

」

 

乙

女

「

よ

か

な

ー

」

 

和

樹
「

そ

っ

ち

こ

そ

、
こ

ん

な

と

こ

で

何

し

て

ん

の

？

」 

乙

女

「

…

さ

あ

、

わ

か

ん

な

い

」

 

和

樹

「

な

ん

そ

い

」

 

乙

女

「

帰

る

の

？

」

 

和

樹

「

う

ん

」

 

乙

女

「

じ

ゃ

あ

、

一

緒

に

帰

ろ

う

」

 

和

樹

「

や

だ

」

 

 
 

和

樹

、

改

札

を

通

っ

て

行

く

。

 

 
 

乙

女

、

和

樹

の

後

を

追

う

。

 

 

○

 

同

・

ホ

ー

ム

 

 

和

樹

、

乙

女

、

並

ん

で

電

車

を

待

っ

て

い

る

。

 

乙

女

「
（

和

樹

の

首

を

指

し

て

）

こ

れ

、

な

ん

？

」
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和

樹

、

手

で

首

を

隠

す

。

 

 

○

 

特

急

列

車

・

車

内

 

 

和

樹

、

乙

女

、

並

ん

で

座

っ

て

い

る

。

 

 

乙

女

、

化

粧

ポ

ー

チ

か

ら

フ

ァ

ン

デ

ー

シ

ョ

ン

 
 

 

を

出

し

て

、

和

樹

の

首

に

塗

ろ

う

と

す

る

。

 

和

樹

「

何

？

」

 

乙

女

「

い

い

け

ん

、

い

い

け

ん

。

消

し

ち

ゃ

る

」

 

和

樹

「

い

い

よ

」

 

乙

女

「

ダ

メ

や

ろ

」

 

 
 

乙

女

、

指

で

、

和

樹

の

首

に

フ

ァ

ン

デ

ー

シ

ョ

 

 
 

ン

を

塗

る

。

 

乙

女

「

い

い

感

じ

、

い

い

感

じ

」

 

和

樹

「

…

も

う

い

い

？

」

 

乙

女

「

う

ん

、

オ

ッ

ケ

ー

」

 

 
 

乙

女

、
コ

ン

パ

ク

ト

鏡

を

和

樹

に

見

せ

て

や

る

。 

 
 

和

樹

、

鏡

で

自

分

の

首

を

確

認

す

る

。

 

和

樹

「

あ

り

が

と

う

」

 

乙

女

「

い

い

よ

」

 

和

樹

「

も

う

一

回

見

せ

て

」
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乙

女

、

鏡

を

和

樹

に

渡

す

。

 

 
 

和

樹

、

ま

た

鏡

を

見

る

。

 

乙

女

「

あ

げ

よ

う

か

？

」

 

和

樹

「

え

？

」
 

乙

女

「

い

い

よ

。

他

に

も

持

っ

と

る

け

ん

」

 

和

樹

「

…

あ

り

が

と

う

」

 

 
 

和

樹

、

コ

ン

パ

ク

ト

を

紙

袋

に

入

れ

る

。

 

 

○

 

佐

賀

駅

・

ホ

ー

ム

 

 

電

車

か

ら

降

り

和

樹

と

乙

女

。

 

 

乙

女

、

和

樹

か

ら

鞄

を

奪

い

取

っ

て

エ

ス

カ

レ

 
 

 

ー

タ

ー

を

降

り

て

行

く

。

 

 

和

樹

、

乙

女

の

後

を

追

う

。

 

 

○

 

カ

ラ

オ

ケ

店

・

個

室

 

 

和

樹

、

乙

女

、

ソ

フ

ァ

ー

に

座

っ

て

い

る

。

 

 

モ

ニ

タ

ー

か

ら

が

新

人

歌

手

の

宣

伝

V
T

R

が

流

 
 

 

れ

て

い

る

。

 

乙

女

「

な

ん

か

入

れ

て

」

 

和

樹

「

い

や

だ

」
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乙

女

「

な

ん

で

？

」

 
和

樹

「

恥

ず

か

し

い

か

ら

」

 

乙

女

「

は

ー

」

 

 
 

乙

女

、

電

子

パ

ネ

ル

を

和

樹

に

渡

す

。

 

乙

女
「

歌

わ

ん

や

っ

た

ら

、
全

部

学

校

に

バ

ラ

す

よ

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

 
 

和

樹

、

電

子

パ

ネ

ル

で

曲

を

入

れ

る

。

 

 
 

き

ゃ

り

ー

ぱ

み

ゅ

ぱ

み

ゅ

『
P

O
N

P
O

N
O

P
N

』

 
 

 
 

と

、

画

面

に

表

示

さ

れ

る

。

 

乙

女

「

あ

、

き

ゃ

り

ー

ぱ

ん

ぱ

ん

だ

」
 

和

樹

「

き

ゃ

り

ー

ぱ

み

ゅ

ぱ

み

ゅ

ね

」

 

乙

女

「

え

、

言

え

る

の

！

 

す

げ

ー

」

 

和

樹

「

普

通

や

ろ

」

 

 
 

曲

が

始

ま

る

。

 

 
 

和

樹

、

歌

お

う

と

し

な

い

。

 

 
 

乙

女

、

和

樹

に

マ

イ

ク

を

渡

す

。

 

和

樹

「

…

…

」

 

乙

女

「

歌

っ

て

よ

。

き

ゃ

り

ー

ぱ

む

ぱ

む

」

 

和

樹

「

ぱ

み

ゅ

ぱ

み

ゅ

」

 

乙

女

「

き

ゃ

り

ー

ぱ

み

ゅ

ぱ

む

」
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和

樹

「

ぱ

、

を

強

く

言

う

と

い

い

ら

し

い

」

 

 
 

乙

女

、

マ

イ

ク

を

使

っ

て

、

 

乙

女

「

き

ゃ

り

ー

ぱ
・

み

ゅ

ぱ
・

み

ゅ

」

 

和

樹

「

う

ん

、

そ

う

」

 

乙

女

「

ぱ

！

」

 

和

樹

「

う

ん

」

 

乙

女

「

ぱ

！

 

み

ゅ

ぱ

み

ゅ

」

 

和

樹

「

う

ん

」

 

乙

女

「

好

き

な

ん

だ

」

 

和

樹

「

俺

じ

ゃ

な

く

て

、

友

達

が

ね

」
 

乙

女

「

…

…

よ

か

よ

ね

。

世

界

中

に

、

自

分

の

こ

と

 
 

 

を

好

き

っ

て

言

っ

て

く

れ

る

人

が

お

っ

て

。

幸

せ

 
 

 

や

ろ

う

ね

」

 

和

樹

「

…

ど

う

か

な

」

 

乙

女

「

嬉

し

く

て

、

死

ん

じ

ゃ

う

。

嬉

し

く

て

、

死

 

 

に

た

い

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

乙

女

「

…

ね

」

 

和

樹

「

何

？

」

 

乙

女

「

一

回

、

し

よ

う

」
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和

樹

「

は

？

」

 
乙

女

「

宮

原

く

ん

み

た

い

な

人

と

や

り

た

い

」

 

和

樹

「

…

…

な

ん

で

？

」

 

乙

女

「

…

…

」
 

 
 

乙

女

、

和

樹

の

手

を

握

り

、

キ

ス

を

す

る

。

 

 
 

乙

女

、

キ

ス

を

し

な

が

ら

、

和

樹

の

手

を

自

分

 
 

 

 
 

の

胸

に

持

っ

て

い

く

。
 

 
 

和

樹

、

目

を

瞑

っ

て

い

る

。

 

 
 

乙

女

、

腕

を

和

樹

の

首

に

回

す

。

 

 
 

和

樹

、

乙

女

を

押

し

離

す

。

 

 
 

乙

女

、

後

ろ

に

倒

れ

る

。

 

乙

女

「

…

…

」

 

和

樹

「

ご

め

ん

」

 

乙

女

「

…

…

」

 

和

樹

「

…

…

思

い

浮

か

べ

た

ん

だ

け

ど

」

 

乙

女

「

…

誰

を

？

」

 

和

樹

「

…

…

龍

矢

」

 

乙

女

「

誰

？

」

 

和

樹

「

…

…

好

き

な

人

」

 

乙

女

「

男

…

な

ん

だ

」
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和

樹

「

…

う

ん

」

 
乙

女

「

…

へ

ー

、

よ

か

ね

」

 

和

樹

「

え

？

」

 

乙

女

「

誰

か

は

、

誰

か

に

好

か

れ

る

ん

だ

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

 
 

乙

女

、

和

樹

の

下

に

し

ゃ

が

み

込

み

、

和

樹

の

 

 
 

ズ

ボ

ン

を

脱

が

す

。

 

和

樹

「

…

ち

ょ

っ

と

」

 

 
 

乙

女

、

和

樹

の

モ

ノ

を

銜

え

る

。

 

 
 

和

樹

、

乙

女

を

離

そ

う

と

す

る

。
 

 
 

乙

女

、

和

樹

の

足

を

強

く

握

り

、

離

さ

な

い

。

 

 
 

和

樹

、

目

を

瞑

る

。

 

 
 

和

樹

、

感

じ

て

い

る

。

 

 
 

乙

女

、

和

樹

の

手

を

握

り

、

続

け

る

。

 

 
 

和

樹

、

イ

っ

て

し

ま

う

。

 

 
 

乙

女

、

離

れ

、

和

樹

を

見

上

げ

る

。

 

 
 

乙

女

、

笑

っ

て

い

る

。

 

乙

女

「

ど

う

だ

っ

た

？

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

 
 

乙

女

、

和

樹

を

押

し

倒

し

、

馬

乗

り

に

な

る

。
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和

樹

「

…

…

ご

め

ん

、

無

理

」

 
乙

女

「

な

ん

で

？

」

 

和

樹

「

違

い

す

ぎ

る

け

ん

」

 

 
 

乙

女

、

和

樹

か

ら

下

り

る

。

 

 
 

和

樹

も

起

き

上

が

る

。

 

 
 

乙

女

、

お

し

ぼ

り

で

顔

を

拭

く

。

 

乙

女

「

今

日

ね

、

ス

カ

ウ

ト

さ

れ

た

っ

ち

ゃ

ん

」

 

和

樹

「

…

へ

ー

」

 

乙

女
「

何

言

っ

て

る

か

よ

く

わ

か

ら

ん

や

っ

た

け

ど

、 

 

多

分

、

褒

め

ら

れ

た

」

 

和

樹

「

よ

か

っ

た

ね

」

 

乙

女

「

…

い

い

か

な

？

」

 

和

樹

「

う

ん

」

 

乙

女

「

き

ゃ

り

ー

ぱ

ん

ぱ

ん

み

た

い

に

な

れ

る

と

思

 

 

う

？

」

 

和

樹

「

…

な

れ

る

よ

」

 

乙

女

「

そ

う

よ

ね

ー

。

東

京

、

東

京

に

行

か

ん

ば

ら

 

 

ん

ね

」

 

 

○

 

県

道
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和

樹

、

乙

女

、

夜

道

を

歩

い

て

い

る

。

 

 
二

人

、

駅

前

の

交

差

点

に

差

し

掛

か

る

。

 

 

赤

信

号

が

青

に

変

わ

る

の

を

待

っ

て

い

る

。

 

乙

女

「

こ

れ

、

ス

ク

ラ

ン

ブ

ル

交

差

点

て

知

っ

と

っ

 

 

た

？

」

 

和

樹

「

う

ん

」

 

乙

女

「

東

京

に

あ

る

の

と

同

じ

ば

い

」

 

和

樹

「

違

う

や

ろ

」

 

乙

女
「

人

が

お

る

か

、
お

ら

ん

か

だ

け

の

違

い

や

ん

」

 

和

樹

「

も

っ

と

、

違

う

や

ろ

」

 

乙

女

「

そ

う

や

ろ

う

か

ー

」

 

 

○

 

乙

女

の

家

・

リ

ビ

ン

グ

 

 

乙

女

、

入

っ

て

く

る

。

 

 

清

美

が

テ

ー

ブ

ル

で

ス

ナ

ッ

ク

菓

子

を

つ

ま

み

 
 

 

に

缶

ビ

ー

ル

を

飲

ん

で

い

る

。

 

乙

女

「

た

だ

い

ま

」

 

清

美

「

遅

か

っ

た

ね

」

 

乙

女

「

友

達

と

カ

ラ

オ

ケ

行

と

っ

た

」

 

清

美

「

よ

か

っ

た

ね

ー

、

カ

ラ

オ

ケ

に

行

っ

て

く

れ
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る

友

達

が

い

て

」

 
乙

女

「

う

ん

」

 

 
 

乙

女

、

鞄

か

ら

模

試

の

成

績

表

を

出

し

、

テ

ー

 

 
 

ブ

ル

に

置

く

。

 

乙

女

「

模

試

の

成

績

、

少

し

上

が

っ

た

よ

」

 

 
 

清

美

、

成

績

表

を

見

て

、

す

ぐ

に

ま

た

置

く

。

 

清

美

「

へ

ー

、

そ

れ

は

、

よ

か

っ

た

ね

」

 

乙

女

「

う

ん

」

 

清

美

「

ま

あ

、

頑

張

っ

て

く

だ

さ

い

」

 

 
 

乙

女

、

椅

子

に

座

る

。

 

乙

女

「

ね

え

、

マ

マ

」

 

清

美

「

…

…

」

 

乙

女

「

私

の

穴

、

見

た

こ

と

あ

る

？

」

 

清

美

「

な

ん

ね

、

急

に

」

 

乙

女

「

私

の

穴

は

ね

、

私

の

こ

と

好

き

な

人

し

か

見

 

 

れ

ん

と

よ

」

 

清

美

「

…

な

ん

が

言

い

た

か

と

？

」

 

乙

女

「

…

…

」

 

清

美

「

悪

か

ば

っ

て

ん

、

あ

ん

た

は

マ

マ

の

穴

か

ら

 
 

 

出

て

来

た

と

や

け

ん

ね

」
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乙

女

「

…

…

そ

う

や

っ

た

」

 

 
 

乙

女

、

席

を

立

つ

。

 

乙

女

「

マ

マ

、

お

や

す

み

な

さ

い

」

 

 
 

乙

女

、

部

屋

を

出

る

。

 

 

○

 

シ

ョ

ッ

ピ

ン

グ

モ

ー

ル

・

フ

ー

ド

コ

ー

ト

 

 

放

課

後

の

高

校

生

で

賑

わ

っ

て

い

る

。

 

 

龍

矢

、

マ

ナ

、

向

か

い

合

っ

て

座

っ

て

い

る

。

 

 

龍

矢

、

フ

ラ

イ

ド

ポ

テ

ト

を

食

べ

て

い

る

。

 

龍

矢

「

食

わ

ん

と

？

」

 

マ

ナ

「

う

ん

」

 

龍

矢

「

俺

、

も

う

お

腹

い

っ

ぱ

い

」

 

マ

ナ

「

…

ね

え

」

 

龍

矢

「

な

ん

？

」

 

マ

ナ

「

妊

娠

し

た

ら

し

い

」

 

龍

矢

「

…

は

？

」

 

マ

ナ

「

ど

が

ん

し

よ

う

」

 

龍

矢

「

…

…

」

 

マ

ナ

「

う

ち

は

龍

矢

の

こ

と

、

好

き

け

ん

、

産

み

た

 

 

い

。

…

龍

矢

は

？

」
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龍

矢

「

…

う

ん

」

 

 
 

龍

矢

、

マ

ナ

に

微

笑

み

か

け

る

。

 

 

○

 

山

 

 

龍

矢

、

岩

に

座

っ

て

煙

草

を

吸

っ

て

い

る

。

 

 

ス

マ

ホ

を

付

け

る

と

、

そ

の

光

に

虫

が

集

ま

っ

 
 

 

て

く

る

。

 

 

龍

矢

、

そ

れ

を

手

で

払

う

。
 

 

○

 

和

樹

の

家

・

表

（

日

替

り

・

朝

）
 

 
 

和

樹

、

自

転

車

を

引

き

出

し

、

乗

る

。
 

 

自

転

車

に

乗

っ

た

龍

矢

が

や

っ

て

く

る

。

 

和

樹

「

…

…

」

 

龍

矢

「

お

う

」

 

和

樹

「

お

は

よ

う

」

 

龍

矢

「

今

度

さ

、

デ

ー

ト

し

よ

う

ぜ

？

」

 

和

樹

「

え

？

」

 

龍

矢

「

天

神

い

こ

う

、

天

神

」

 

和

樹

「

…

い

い

よ

」

 

龍

矢

「

オ

ッ

ケ

ー

、

じ

ゃ

あ

ね

」
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龍

矢

、

自

転

車

を

走

ら

せ

て

行

っ

て

し

ま

う

。

 
和

樹

「

…

…

」

 

 

○

 

乙

女

の

家

・

リ

ビ

ン

グ

 

 

乙

女

が

上

だ

け

制

服

姿

で

、

テ

レ

ビ

の

前

に

立

 
 

 

っ

て

い

る

。

 

 
 

手

に

は

ス

カ

ー

ト

を

持

っ

て

い

る

。

 

 

テ

レ

ビ

は

朝

の

情

報

番

組

。
 

ア

ナ

ウ

ン

サ

ー
『

た

だ

い

ま

、
９

時

に

な

り

ま

し

た

。

 

 

ニ

ュ

ー

ス

を

お

伝

え

し

ま

す

』

 

 
 

乙

女

、

テ

レ

ビ

の

前

に

立

っ

た

ま

ま

。
 

 

○

 

学

校

・

自

動

販

売

機

前

 

 

和

樹

、

ベ

ン

チ

に

座

り

、

コ

ー

ラ

を

飲

ん

で

い

 

 

る

。

 

 
 

田

中

が

や

っ

て

く

る

。

 

田

中

「

な

ん

し

よ

ー

？

」

 

和

樹

「

コ

ー

ラ

飲

み

よ

ー

」

 

田

中

「

昼

休

み

終

わ

る

ば

い

」

 

和

樹

「

う

ん

」

 
 



 
   

100 

 
 

田

中

、

自

動

販

売

機

に

お

金

を

入

れ

、

ボ

タ

ン

 

 
 

を

押

す

。

 

 
 

田

中

、

和

樹

の

横

に

座

る

。

 

田

中

「

森

永

さ

ん

、

先

輩

と

別

れ

た

っ

て

」

 

和

樹

「

…

そ

う

」
 

田

中

「

俺

、

告

ろ

う

か

な

ー

」

 

和

樹

「

や

っ

ぱ

、

好

き

だ

っ

た

ん

だ

」

 

田

中

「

う

ん

、

可

愛

い

け

ん

ね

。

あ

と

、

エ

ロ

そ

う

 

 

や

し

」

 

和

樹

「

そ

れ

だ

け

？

」

 

田

中

「

う

ん

」

 

和

樹

「

…

い

い

ん

じ

ゃ

な

い

」

 

田

中

「

ま

じ

？

 

脈

あ

る

と

思

う

？

」

 

和

樹

「

ど

う

や

ろ

ね

」

 

田

中

「

今

度

、

さ

り

げ

な

く

聞

い

と

っ

て

、

な

」

 

和

樹

「

わ

か

っ

た

」

 

田

中

「

よ

し

、

行

く

か

」

 

 
 

田

中

、

立

ち

上

が

る

。

 

和

樹

「

ト

イ

レ

行

く

け

ん

、

先

行

と

っ

て

」

 

田

中

「

は

ー

い

」
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田

中

、

去

っ

て

行

く

。

 

 
 

和

樹

、

コ

ー

ラ

を

一

口

飲

む

。

 

 

○

 

和

樹

の

家

・

和

樹

の

部

屋

（

日

替

り

）

 

 

和

樹

、

コ

ン

パ

ク

ト

を

見

な

が

ら

、

フ

ァ

ン

デ

 

 

ー

シ

ョ

ン

で

首

の

キ

ス

マ

ー

ク

を

消

し

て

い

る

。 

 

○

 

特

急

列

車

・

車

内

 

 

和

樹

、

龍

矢

、

乗

車

口

に

立

っ

て

い

る

。

 

 

龍

矢

、

窓

か

ら

流

れ

る

景

色

を

見

て

い

る

。

 

龍

矢

「

お

前

、

い

い

服

着

と

る

な

」

 

和

樹

「

そ

う

？

」

 

龍

矢

「

う

ん

」

 

和

樹

「

―

」

 

龍

矢

「

…

マ

ナ

が

さ

」

 

和

樹

「

う

ん

」

 

龍

矢

「

妊

娠

し

た

っ

て

」

 

和

樹

「

え

？

」

 

龍

矢

「

い

つ

や

ら

か

し

た

か

な

ー

」

 

和

樹

「

…

本

当

？

」
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龍

矢

「

う

ん

、

多

分

ね

」

 
和

樹

「

…

…

」

 

龍

矢

「

堕

ろ

す

気

、

な

い

ら

し

い

け

ん

」

 

和

樹

「

…

…

」
 

龍

矢

「

今

日

は

さ

、

も

っ

と

可

愛

い

子

を

拝

み

た

い

 

 

と

思

い

ま

す

」

 

 
 

と

、

笑

う

。

 

龍

矢

「

ナ

ン

パ

、

で

き

る

か

な

ー

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

龍

矢

「

ま

だ

、

お

前

に

し

か

言

っ

と

ら

ん

け

ん

、

秘

 

 

密

な

」

 

和

樹

「

…

う

ん

」

 

 

○

 

天

神

駅

 

 

人

ご

み

の

中

、

立

っ

て

い

る

和

樹

と

龍

矢

。

 

龍

矢

「

ね

え

、

服

交

換

し

よ

う

ぜ

」

 

 
 

龍

矢

、

歩

き

出

す

。

 

 
 

和

樹

、

龍

矢

に

付

い

て

い

く

。

 

 

○

 

男

子

ト

イ

レ

・

中
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龍

矢

、

和

樹

、

入

っ

て

く

る

。

 
龍

矢

「

入

っ

て

」

 

 
 

龍

矢

、

和

樹

に

個

室

の

中

に

入

る

よ

う

に

指

差

 

 
 

す

。

 

 
 

二

人

、

そ

れ

ぞ

れ

個

室

の

中

に

入

る

。

 

 
 

龍

矢

、

ズ

ボ

ン

を

脱

い

で

、

二

人

の

間

の

壁

に

 

 
 

か

け

る

。

 

 
 

和

樹

も

、

ズ

ボ

ン

を

脱

い

で

、

壁

に

か

け

る

。

 

 
 

二

人

、

互

い

の

ズ

ボ

ン

を

交

換

し

て

履

く

。

 

 
 

龍

矢

、

上

の

服

を

脱

い

で

壁

に

か

け

る

。

 

 
 

和

樹

、

そ

れ

を

取

る

。

 

 
 

和

樹

、

服

の

匂

い

を

嗅

い

で

い

る

。

 

龍

矢

「

お

い

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

龍

矢

「

お

い

て

」

 

 
 

和

樹

、

黙

っ

た

ま

ま

。

 

 
 

龍

矢

、

壁

を

叩

く

。

 

龍

矢

「

早

く

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

龍

矢

「

お

ー

い

」
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龍

矢

、

ま

た

壁

を

叩

く

が

、

和

樹

は

何

も

言

わ

 

 
 

な

い

。

 

 
 

龍

矢

、

個

室

か

ら

出

て

、

和

樹

の

個

室

の

ド

ア

 

 
 

を

叩

く

。
 

 
 

和

樹

、

ド

ア

を

開

け

る

。

 

 
 

和

樹

、

龍

矢

の

服

を

胸

に

抱

え

て

い

る

。

 

龍

矢

「

何

し

て

ん

の

？

」

 

 
 

龍

矢

、
自

分

の

服

を

取

り

返

そ

う

と

引

っ

張

る

。 

 
 

和

樹

、

離

さ

な

い

。

 

龍

矢

「

…

何

？

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

 
 

龍

矢

、

ま

た

服

を

取

ろ

う

と

す

る

。

 

 
 

和

樹

、

胸

に

握

り

し

め

て

い

る

。

 

和

樹

「

…

本

当

の

こ

と

を

言

っ

て

く

れ

ん

？

」

 

龍

矢

「

…

は

？

」

 

和

樹

「

…

…

」

 

 
 

誰

か

が

入

っ

て

く

る

足

音

が

聞

こ

え

る

。

 

 
 

和

樹

、

龍

矢

を

個

室

に

引

っ

張

り

込

み

、

鍵

を

 

 
 

閉

め

る

。

 

龍

矢

「

…

…

」
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入

っ

て

来

た

人

が

用

を

足

し

、

出

て

い

く

の

を

 

 
 

待

つ

。

 

 
 

手

を

洗

い

、

足

音

が

遠

の

く

。

 

 
 

和

樹

、

龍

矢

に

唇

を

近

づ

け

る

。

 

 
 

龍

矢

、

顔

を

避

け

る

。

 

龍

矢

「

は

？

」

 

 
 

和

樹

、

強

引

に

キ

ス

を

す

る

。

 

 
 

龍

矢

、

和

樹

を

押

し

倒

す

。

 

 
 

和

樹

、

龍

矢

の

手

を

握

ろ

う

と

す

る

。

 

 
 

龍

矢

、

和

樹

の

手

を

振

り

払

う

。
 

 
 

和

樹

、

龍

矢

の

ズ

ボ

ン

の

裾

を

握

る

。
 

龍

矢

「

…

…

」

 

 
 

和

樹

、

龍

矢

の

ベ

ル

ト

を

外

し

始

め

る

。

 

 
 

龍

矢

、

抵

抗

し

て

、

和

樹

の

頭

や

肩

を

殴

る

。

 

 
 

和

樹

、

絶

対

に

離

れ

な

い

。

 

 
 

和

樹

、

龍

矢

の

モ

ノ

を

銜

え

、

動

か

す

。

 

 
 

龍

矢

、

思

い

っ

き

り

和

樹

の

腹

を

蹴

る

。

 

 
 

和

樹

、

床

に

倒

れ

込

む

。

 

 
 

龍

矢

、

そ

の

場

に

立

ち

尽

く

し

て

い

る

。

 

 



 
   

106 

○
 

佐

賀

駅

・

み

ど

り

の

窓

口

 

 
 

キ

ャ

リ

ー

ケ

ー

ス

を

も

っ

た

乙

女

が

、

新

幹

線

 
 

 

 
 

の

切

符

を

買

っ

て

い

る

。

 

係

員

「
（

切

符

を

見

せ

な

が

ら

）

で

は

、

ご

確

認

く

だ

 

 

さ

い

。

佐

賀

発

×

時

×

分

博

多

行

き

、

特

急

み

ど

 

 

り

１

２

号

と

、

こ

ち

ら

か

博

多

発

品

川

着

の

新

幹

 

 

線

の

乗

車

券

と

自

由

席

券

で

す

」

 

乙

女

「

は

い

」

 

 
 

乙

女

、
切

符

を

受

け

取

っ

て

、
出

口

へ

向

か

う

。

 

 

○

 

同

・

ロ

ビ

ー

 

 

和

樹

、
テ

レ

ビ

の

前

の

ベ

ン

チ

に

座

っ

て

い

る

。 

 

テ

レ

ビ

は

ニ

ュ

ー

ス

番

組

。

ア

ナ

ウ

ン

サ

ー

が
 

 

ニ

ュ

ー

ス

を

読

み

上

げ

て

い

る

。

 

ア

ナ

ウ

ン

サ

ー

『

昨

日

、

福

岡

県

の

４

０

代

男

性

、

 
 

 

会

社

員

の

大

川

徹

容

疑

者

が

男

子

高

校

生

に

わ

い

 

 

せ

つ

な

行

為

を

し

た

後

、

首

を

絞

め

て

殺

害

し

た

 

 

と

し

て

殺

人

容

疑

で

逮

捕

さ

れ

ま

し

た

。

大

川

容

 

 

疑

者

は

容

疑

を

認

め

て

お

り

、

ま

た

、

以

前

か

ら

 

 

男

子

高

校

生

ら

を

対

象

に

買

春

行

為

を

し

て

い

た
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と

を

供

述

し

て

い

る

こ

と

が

現

在

分

か

っ

て

い

ま

 

 
す

…

…

』

 

 
 

画

面

に

大

き

く

ト

オ

ル

の

顔

写

真

が

映

し

出

さ

 

 
 

れ

る

。

 

キ

ャ

ス

タ

ー

『

ど

う

で

す

か

ね

ー

、

こ

の

事

件

』

 

コ

メ

ン

テ

ー

タ

ー

『

そ

う

で

す

ね

ー

…

…

…

』

 

 
 

和

樹

、

席

を

立

ち

、

改

札

へ

向

か

う

。

 

 

○

 

改

札

前

 

 

電

光

掲

示

板

を

見

る

乙

女

の

前

に

和

樹

が

現

れ

 

 

る

。

 

乙

女

「

何

？

」

 

和

樹

「

一

緒

に

行

こ

う

と

思

っ

て

」

 

乙

女

「

何

し

に

？

」

 

和

樹

「

…

」

 

 

○

 

田

ん

ぼ

道

 

 

自

転

車

を

走

ら

せ

る

龍

矢

。

 

 

空

を

見

上

げ

る

。

 

 

見

え

る

の

は

た

だ

広

い

だ

け

の

澄

ん

だ

空

。
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龍

矢

、

上

を

向

い

た

ま

ま

自

転

車

を

漕

ぐ

。

 

 
 

そ

の

ま

ま

道

を

外

れ

、

田

ん

ぼ

に

落

ち

る

。

 

 
 

し

ば

ら

く

倒

れ

た

ま

ま

、

空

を

見

る

。

 

 
 

起

き

上

が

り

、

自

転

車

を

拾

っ

て

ま

た

進

む

。

 

 

○

 

新

幹

線

・

車

内

 

 
 

 
 

和

樹

、

乙

女

、

並

ん

で

座

席

に

座

っ

て

い

る

。

 

和

樹

「

あ

の

と

き

、

す

ご

く

気

持

ち

よ

か

っ

た

よ

」

 

 
 

乙

女

、

笑

う

。

立

ち

上

が

っ

て

、

 

乙

女

「

行

こ

う

」

 

 
 

乙

女

、

和

樹

の

手

を

握

る

。

 

 
 

和

樹

、

乙

女

に

手

を

引

か

れ

、

席

を

立

つ

。
 

 
 

二

人

、

車

内

の

通

路

を

歩

い

て

行

く

。

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

終

わ

り

 

  


